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司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　
 

論　
　
　

説司
法
の
法
律
お
よ
び
憲
法
へ
の
二
重
拘
束
と
憲
法
適
合
的
解
釈（
二・完
）

─
─
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
裁
判
を
手
掛
か
り
と
し
て
─
─

原
　
　
島
　
　
啓
　
　
之

は
じ
め
に
─
─
本
稿
の
問
題
意
識

第
一
章　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
理
論
的
基
礎

　

第
一
節　

憲
法
適
合
的
解
釈
の
基
礎
づ
け
論
の
出
発
点

　

第
二
節　

憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
水
平
的
・
権
限
法
的
導
出

　

第
三
節　

憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
垂
直
的
・
実
体
法
的
導
出

　

第
四
節　

小
括
─
─
司
法
の
法
律
お
よ
び
憲
法
へ
の
二
重
拘
束
と
憲
法
適
合
的
解
釈
（
以
上
、
七
一
巻
一
号
）

第
二
章　

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
方
法

　

第
一
節　

連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
判
決

　

第
二
節　

憲
法
判
決
の
構
造
分
析

　

第
三
節　

小
括
─
─
民
事
法
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

お
わ
り
に
─
─
日
本
法
へ
の
示
唆
と
残
さ
れ
た
課
題
（
以
上
、
本
号
）
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論　　　説

第
二
章　

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
方
法

　

第
一
章
に
お
け
る
考
察
か
ら
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
理
論
的
基
礎
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
の
規
範
的
要
請

を
法
律
の
解
釈
・
適
用
の
な
か
に
取
り
込
む
こ
と
を
裁
判
所
に
命
じ
る
原
理
と
し
て
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
を
理
論
的
に
把
握
・
構

成
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
体
法
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
の
論
拠
は
、
第
一
に
、
憲
法
規
範
は
規
範
統
制
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
法
規

定
の
効
力
の
有
無
を
決
定
す
る
た
め
の
審
査
基
準
・
統
制
規
範
と
し
て
機
能
す
る
の
み
な
ら
ず
、
規
範
の
適
用
レ
ベ
ル
に
お
い
て
具
体

的
事
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
規
定
の
規
範
内
容
を
定
め
る
た
め
の
認
識
基
準
・
内
容
解
明
規
範
と
し
て
も
機
能
す
る
と
い
う
憲
法
理

解
・
基
本
権
理
解
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
憲
法
お
よ
び
基
本
権
に
裁
判
所
が
法
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う

実
定
法
上
の
与
件
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

か
か
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
実
体
法
的
構
成
を
踏
ま
え
、
第
二
章
に
お
い
て
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
が
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
為

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
憲
法
規
範
が
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
対
し
て
い
か
な
る
作
用
を
及
ぼ
し
う
る
の
か
を
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判

所
の
民
事
判
決
を
素
材
と
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　

法
律
の
解
釈
・
適
用
に
際
し
て
憲
法
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
角
か
ら
分
析
す
る
な
ら
ば
、
憲
法
が
法
律
の

解
釈
・
適
用
に
及
ぼ
す
作
用
の
方
法
な
い
し
憲
法
拘
束
の
強
度
を
基
準
と
し
て
、
判
決
に
お
け
る
憲
法
の
援
用
方
法
を
次
の
三
つ
の
類

型
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
憲
法
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
評
価
の
観
点
や
考
慮
事
項
が
導
出
さ
れ
、
法
適
用

の
な
か
で
憲
法
的
価
値
が
一
定
の
重
み
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
が
法
律
の
解
釈
・
適
用
を
あ
る
一
定
の
方
向
へ
と
向
け
る
タ

イ
プ
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
に
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
を
単
に
方
向
づ
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
憲
法
が
裁
判
所
の
評
価
・

判
断
の
余
地
を
限
定
し
、
一
定
の
要
件
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
事
案
類
型
に
お
け
る
特
定
の
帰
結
を
要
請
す
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に

（
187
）
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司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　

第
三
に
、
具
体
的
事
案
を
手
掛
か
り
と
し
た
実
体
的
な
憲
法
判
断
に
沿
う
形
で
法
律
の
内
容
や
構
造
に
変
化
を
加
え
る
な
ど
、
憲
法
が

法
律
内
容
の
修
正
・
補
充
を
導
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
ま
ず
、
憲
法
規
範
に
基
づ
き
判
断
を
下
し
て
い
る
連
邦
通
常
裁
判

所
の
民
事
判
決
を
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
及
ぼ
す
憲
法
の
作
用
方
法
の
観
点
か
ら
、
①
憲
法
の
援
用
を
通
じ
た
法
適
用
の
方
向
づ
け

（
第
一
節
第
一
款
）、
②
憲
法
の
要
請
を
踏
ま
え
た
特
定
の
帰
結
の
導
出
（
同
第
二
款
）、
③
憲
法
に
基
づ
く
法
律
内
容
の
修
正
（
同
第

三
款
）
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
類
し
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
方
法
に
着
目
し
て
分
析
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲

法
適
合
的
解
釈
の
構
造
を
、
判
決
に
即
し
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
（
第
二
節
・
第
三
節
）。

　
第
一
節
　
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
判
決

第
一
款　

憲
法
の
援
用
を
通
じ
た
法
適
用
の
方
向
づ
け

　

ま
ず
、
憲
法
が
連
邦
通
常
裁
判
所
の
法
適
用
を
あ
る
一
定
の
方
向
へ
と
向
け
た
判
決
を
分
析
す
る
。
第
一
の
類
型
の
特
徴
は
、
憲
法

に
基
礎
を
置
く
評
価
の
観
点
や
考
慮
事
項
が
導
出
さ
れ
、
個
別
事
例
に
お
け
る
法
適
用
過
程
や
利
益
衡
量
が
憲
法
的
基
準
に
よ
っ
て
枠

付
け
ら
れ
る
点
に
あ
る
。

　
　
　
①�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
デ
ー
タ
の
削
除
請
求
と
情
報
自
己
決
定
権
・
意
見
表
明
の
自
由
（BG

HZ 202, 242

─
─
二

〇
一
四
年
一
一
月
二
三
日
判
決
）

　

本
件
は
、
医
師
で
あ
る
原
告
が
、
自
身
の
個
人
デ
ー
タ
（personenbezogene D

aten

）
を
被
告
の
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
か
ら
削
除
す
る
よ
う
要
求
し
た
事
案
で
あ
る
。
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
三
五
条
二
項
二
文
一
号
は
、
個
人
デ
ー
タ
が
削
除
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
要
件
の
一
つ
と
し
て
「
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
許
容
さ
れ
て
い
な
い
場
合
」
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
、
同
法
四
条
一
項
に
よ
れ
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論　　　説

ば
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
当
事
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
同
法
ま
た
は
他
の
法
規
定
の
許
可
も
し
く
は
命
令

が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
法
二
九
条
一
項
一
号
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
第
三
者
提
供
の
目
的
で
の
個
人
デ
ー

タ
の
収
集
、
蓄
積
ま
た
は
変
更
が
許
容
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、「
当
事
者
が
〔
デ
ー
タ
の
〕
収
集
、
蓄
積
ま
た
は
変
更
の
排
除
を
求
め

る
に
つ
き
保
護
に
値
す
る
利
益
（schutzw

ürdiges Interesse

）
を
有
す
る
と
推
定
す
る
根
拠
が
な
い
場
合
」
を
規
定
し
て
い
た
。

　

被
告
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
医
師
検
索
・
評
価
ポ
ー
タ
ル
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
サ
イ
ト
で
は
「
基
礎
デ
ー
タ
」
と
し

て
、
医
師
の
学
位
、
氏
名
、
専
門
、
診
療
所
住
所
、
連
絡
先
、
診
療
受
付
時
間
お
よ
び
診
療
所
に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
タ
ル
利
用
者
が
評
点
あ
る
い
は
自
由
記
述
の
形
式
に
お
い
て
示
す
評
価
を
呼
び
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

開
業
の
婦
人
科
医
で
あ
る
原
告
は
、
自
身
の
基
礎
デ
ー
タ
、
お
よ
び
、
自
身
に
対
す
る
利
用
者
の
評
価
が
被
告
の
サ
イ
ト
上
で
参
照
可

能
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
被
告
に
対
し
自
身
の
個
人
デ
ー
タ
の
完
全
な
削
除
を
要
求
し
た
。
被
告
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
本
件
で

は
、
原
告
が
個
人
デ
ー
タ
の
削
除
を
要
求
す
る
「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
を
有
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
ま
ず
、「『
保
護
に
値
す
る
利
益
』
と
い
う
価
値
充
填
を
要
す
る
概
念
は
、
当
事
者
の
デ
ー
タ
保
護
の
利
益
な
ら

び
に
デ
ー
タ
の
公
開
お
よ
び
利
用
が
当
事
者
に
と
っ
て
有
す
る
位
置
価
値
と
、
蓄
積
の
目
的
と
な
る
利
用
者
の
利
益
と
を
、
基
本
権
の

客
観
的
価
値
秩
序
の
顧
慮
の
下
で
衡
量
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
、
衡
量
に
取
り
込
ま
れ
る
べ
き
利
益
を

特
定
す
る
た
め
、
本
件
の
事
案
分
析
に
進
む
。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
基
本
法
二
条
一
項
お
よ
び
一
条
一
項
に
基
づ
く
情
報
自
己
決
定
権

は
、
国
家
に
対
す
る
防
御
権
に
尽
き
る
の
で
は
な
く
、
基
本
権
と
し
て
第
三
者
効
を
発
揮
し
、
私
法
の
価
値
秩
序
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

評
価
ポ
ー
タ
ル
へ
の
収
録
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
い
つ
、
い
か
な
る
範
囲
で
自
身
の
個
人
デ
ー
タ
が
世
間
に
公
開
さ
れ
る
か
を
原
則
と
し

て
自
ら
決
定
す
る
権
能
を
含
む
原
告
の
情
報
自
己
決
定
権
を
毀
損
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

職
業
遂
行
の
自
由
も
同
様
に
、
間
接
的
第
三
者
効
を
発
揮
す
る
。
評
価
ポ
ー
タ
ル
へ
の
収
録
に
よ
っ
て
原
告
は
、
被
告
に
よ
っ
て
設
営

（
188
）

（
189
）
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さ
れ
た
枠
組
の
中
で
公
衆
の
前
に
身
を
さ
ら
し
、
他
の
医
師
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
職
業
上
の
機
会
や
経
済

的
存
立
に
相
当
の
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
た
め
、
職
業
遂
行
の
自
由
も
毀
損
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
そ
れ
自
体
も
保
護
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
他
者
の
意
見
な
い
し
事
実
の
主
張
の
伝
達
も
そ
の
保
護
領
域

に
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
医
師
の
診
療
に
関
す
る
意
見
交
換
を
面
識
の
な
い
人
々
の
間
に
お
い
て
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
、
被
告

の
ポ
ー
タ
ル
運
営
も
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
領
域
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、
記
載
事
項
の
削
除
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

被
告
は
自
身
の
営
業
の
遂
行
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
職
業
遂
行
の
自
由
の
保
護
領
域
も
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
以
上
を
踏
ま
え
、「
本
件
に
お
い
て
は
、
一
方
に
お
け
る
…
…
原
告
の
情
報
自
己
決
定
権
の
保
護
と
、
他
方

に
お
け
る
…
…
被
告
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
由
に
対
す
る
権
利
と
の
間
の
衡
量
が
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
は
、

両
当
事
者
に
帰
属
す
る
、
基
本
法
一
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
基
本
権
〔
＝
職
業
遂
行
の
自
由
〕
の
間
接
的
第
三
者
効
が
顧
慮
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
の
存
否
を
判
断
す
る
た
め
の
衡
量
枠
組
を
導
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
本
件
の

具
体
的
事
情
に
お
い
て
は
、
一
方
で
職
業
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
は
社
会
的
領
域
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
内
密
領
域
・
秘
密
領
域
に

属
す
る
情
報
と
比
べ
て
保
護
の
程
度
が
低
い
こ
と
、
他
方
で
医
師
の
職
務
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
に
係
る
公
衆
の
利
益
の
重
要
性
に

鑑
み
る
な
ら
ば
、
原
告
の
利
益
の
毀
損
は
被
告
の
権
利
利
益
よ
り
も
重
大
と
は
い
え
な
い
と
判
示
し
、
個
人
デ
ー
タ
の
削
除
請
求
権
を

基
礎
づ
け
る
「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
は
認
め
ら
れ
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

　

本
件
に
お
い
て
憲
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
デ
ー
タ
の
削
除
請
求
の
要
件
で
あ
る
「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
の
判
断
を
方

向
づ
け
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
収
録
お
よ
び
デ
ー
タ
の
削
除
命
令
に
よ
っ
て
、
情
報
自
己
決
定
権
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自

由
・
職
業
遂
行
の
自
由
の
保
護
領
域
に
含
ま
れ
る
両
当
事
者
の
権
利
利
益
が
毀
損
な
い
し
制
約
さ
れ
る
と
の
憲
法
解
釈
が
、
こ
れ
ら
の

法
益
に
か
か
る
利
益
衡
量
の
必
要
性
を
基
礎
づ
け
、
憲
法
的
基
準
に
従
っ
た
衡
量
枠
組
が
導
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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②
　
非
婚
の
母
の
扶
養
請
求
権
の
延
長
と
子
お
よ
び
家
族
の
保
護
（BG

HZ 168, 245

─
─
二
〇
〇
六
年
七
月
五
日
判
決
）

　

本
件
は
、
非
婚
関
係
の
父
母
の
間
に
出
生
し
た
子
の
監
護
お
よ
び
教
育
を
理
由
と
し
て
、
母
が
父
に
対
し
て
扶
養
を
請
求
し
た
事
案

で
あ
る
。
非
婚
関
係
の
父
と
母
の
間
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
民
法
一
六
一
五
ｌ
条
二
項
二
文
に
よ
れ
ば
、「
子
の
監
護
ま
た

は
教
育
を
理
由
と
し
て
母
に
稼
得
活
動
が
期
待
さ
れ
え
な
い
場
合
」、
父
は
母
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
。
同
項
三
文
は
、「
こ
の
扶
養

義
務
は
子
の
出
生
後
三
年
間
で
終
了
す
る
」
と
し
て
扶
養
義
務
の
原
則
的
期
限
を
定
め
る
一
方
で
、「
期
限
の
終
了
後
に
扶
養
請
求
権

を
拒
絶
す
る
こ
と
が
特
に
子
の
利
益
の
顧
慮
の
下
で
著
し
く
不
当
（grob unbillig

）
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
」
と
い
う
条

件
を
付
し
て
お
り
、「
子
の
利
益
の
顧
慮
の
下
で
の
著
し
い
不
当
性
」
を
根
拠
と
す
る
扶
養
期
間
の
延
長
を
認
め
て
い
た
。

　

原
告
（
母
）
は
、
当
時
非
婚
姻
的
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
た
被
告
（
父
）
と
の
間
に
一
九
九
八
年
九
月
に
出
生
し
た
子
の
世
話
や
病

院
勤
務
等
で
慢
性
的
に
過
重
負
担
を
負
っ
て
お
り
、
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
九
月
以
降
は
精
神
疾
患
等
を
原
因
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
就
業

が
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
原
告
は
被
告
に
対
し
、
子
の
監
護
お
よ
び
教
育
を
理
由
と
し
て
、
子
の
出
生
か
ら
す
で
に
三
年
以

上
が
経
過
し
た
二
〇
〇
二
年
九
月
以
降
の
扶
養
を
要
求
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
子
の
障
害
や
長
期
の
病
気
を
原
因
と
す
る

世
話
の
必
要
性
と
い
っ
た
、
法
律
の
明
文
上
扶
養
期
間
延
長
の
根
拠
と
な
り
う
る
「
子
に
関
連
す
る
根
拠
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
本
件
で
は
、
母
の
抱
え
る
上
述
の
事
情
─
─
「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
─
─
が
扶
養
期
間
の
延
長
を
認
め
な
い
こ
と
の
「
著
し
い

不
当
性
」
を
基
礎
づ
け
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
民
法
一
六
一
五
ｌ
条
二
項
三
文
の
「
扶
養
請
求
権
が
子
の
福
祉
の
た
め
に
不
可
欠
な
監
護
お
よ
び
教
育
を
親

に
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
で
、
…
…
著
し
い
不
当
性
を
根
拠
と
す
る
〔
扶
養
請
求
権
の
〕
延
長
可
能
性
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈

を
個
別
事
例
に
お
い
て
許
容
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
扶
養
期
間
の
算
定
に
際
し
て
は
「
子
の
福
祉
の
確
保
と
い

う
憲
法
上
の
価
値
決
定
」
が
常
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「
子
の
利
益
を
顧
慮
し
た
解
釈
が
個
別
事
例
に
お
い
て
憲
法
上
常
に
要
請

（
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さ
れ
て
い
る
」。
ま
た
他
方
で
、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
く
家
族
の
保
護
は
、
子
の
出
生
時
に
両
親
が
非
婚
姻
的
共
同
生
活
を
送
っ

て
い
た
本
件
の
よ
う
な
場
合
も
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
、
か
か
る
家
族
の
保
護
は
、
民
法
一
六
一
五
ｌ
条
二
項
の
扶
養
請
求
権
に
影
響
を
及

ぼ
す
。
そ
の
際
に
は
、
基
本
法
六
条
二
項
が
子
の
監
護
お
よ
び
教
育
は
親
の
自
然
的
権
利
で
あ
り
、
か
つ
、
何
よ
り
も
ま
ず
親
に
課
せ

ら
れ
た
義
務
で
あ
る
と
す
る
点
を
顧
慮
の
外
に
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
家
族
の
保
護
、
お
よ
び
、
子
の
監
護
お
よ
び

教
育
に
か
か
る
親
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
か
ら
、
子
の
人
格
的
教
育
を
親
に
可
能
と
す
べ
し
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、

か
か
る
憲
法
的
基
準
は
、
民
法
一
六
一
五
ｌ
条
二
項
三
文
の
解
釈
の
な
か
で
常
に
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
以
上
の
憲
法
解
釈
に
よ
れ
ば
「
著
し
い
不
当
性
」
の
「
制
限
的
解
釈
は
妨
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
の

う
え
で
、「
著
し
い
不
当
性
と
い
う
不
確
定
法
概
念
は
…
…
世
話
を
行
う
親
が
扶
養
な
し
に
は
稼
得
活
動
を
よ
り
広
く
開
始
せ
ざ
る
を

得
ず
、
そ
の
こ
と
が
子
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
た
め
に
、
子
の
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
発
達
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
場
合
に
は
…
…
子
の
利
益
の
顧
慮
の
下
で
広
く
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ
れ
ゆ
え
、「
著
し
い
不
当
性
」
を
根
拠
と
し
て

扶
養
期
間
の
延
長
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、「
憲
法
適
合
的
解
釈
に
よ
れ
ば
、
子
に
関
連
す
る
根
拠
の
み
な
ら
ず
、
親
に
関
連
す
る

根
拠
を
も
顧
慮
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
本
件
に
お
い
て
「
子
に
関
連
す
る
根
拠
」
は
存
在

し
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
原
告
の
も
つ
精
神
疾
患
等
の
「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
の
存
在
を
決
め
手
と
し
て
、「
著
し
い
不
当
性
」

に
基
づ
く
扶
養
請
求
権
の
延
長
を
認
め
た
。

　

本
判
決
の
判
示
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
憲
法
か
ら
導
出
さ
れ
た
不
文
の
考
慮
事
項
が
「
著
し
い
不
当
性
」
に
基
づ
く
扶
養
請
求
権
の

延
長
を
基
礎
づ
け
た
点
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
子
の
福
祉
の
確
保
と
い
う
憲
法
上
の
価
値
決
定
、
お
よ
び
、
基
本
法
六
条
一

項
・
二
項
か
ら
生
じ
る
「
子
の
人
格
的
教
育
を
可
能
に
す
べ
し
」
と
の
憲
法
的
要
請
か
ら
、「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
を
請
求
権
を
基

礎
づ
け
う
る
要
考
慮
事
項
と
し
て
導
出
し
た
う
え
で
、
か
か
る
事
情
の
存
在
に
基
づ
き
扶
養
請
求
権
の
延
長
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
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第
二
款　

憲
法
の
要
請
を
踏
ま
え
た
特
定
の
帰
結
の
導
出

　

続
い
て
、
憲
法
が
特
定
の
帰
結
を
導
い
た
判
決
を
分
析
し
た
い
。
第
二
の
類
型
の
特
徴
は
、
具
体
的
局
面
に
お
け
る
憲
法
上
の
規
範

的
要
請
が
、
裁
判
所
の
評
価
・
判
断
の
余
地
を
限
定
し
、
裁
判
所
の
法
適
用
に
対
し
て
厳
格
な
要
請
を
課
す
点
に
あ
る
。

　
　
　
③�

　
企
業
間
に
お
け
る
従
業
員
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
と
経
済
活
動
の
自
由
（BG

HZ 201, 205

─
─
二
〇
一
四
年
四
月
三
〇

日
判
決
）

　

本
件
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
企
業
間
の
契
約
中
に
定
め
ら
れ
た
従
業
員
の
引
抜
き
禁
止
（A

bw
erbeverbot

）
の
法
的
拘
束
力

お
よ
び
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
で
あ
る
。
商
法
七
五
ｆ
条
に
よ
れ
ば
、「
一
方
の
事
業
者
の
下
に
雇
用
さ
れ
、
ま
た
は
、
雇
用
さ
れ
て

い
た
従
業
員
を
雇
用
し
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
一
定
の
要
件
の
下
に
お
い
て
し
か
雇
用
し
な
い
こ
と
を
他
方
の
事
業
者
に
義
務
付
け
る

合
意
が
両
当
事
者
間
で
な
さ
れ
た
場
合
、〔
当
該
合
意
の
〕
解
除
は
両
当
事
者
の
自
由
で
あ
」
り
、「
か
か
る
合
意
に
よ
っ
て
は
訴
訟
は

…
…
提
起
で
き
な
い
」
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
引
抜
き
禁
止
の
合
意
に
は
法
的
拘
束
力
や
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

本
件
の
当
事
者
で
あ
る
両
企
業
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
に
業
務
提
携
契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
、
同
契
約
一
二
条
に
は
、「
各
当
事

者
は
、
本
契
約
の
締
結
中
お
よ
び
契
約
終
了
か
ら
三
年
後
ま
で
、
他
方
当
事
者
の
従
業
員
を
直
接
又
は
間
接
に
引
き
抜
い
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
」
と
の
定
め
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
違
反
に
は
違
約
罰
（V

ertragsstrafe

）
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
被
告
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
同
契
約
を
破
棄
し
た
う
え
、
原
告
の
下
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
二
名
の
従
業
員
を
引
き
抜
き
、

彼
ら
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
以
降
被
告
の
下
で
勤
務
を
開
始
し
た
。
そ
こ
で
原
告
が
被
告
に
対
し
て
、
引
抜
き
禁
止
の
合
意
違
反
を
理

由
に
違
約
罰
と
し
て
金
銭
の
支
払
い
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
被
告
は
商
法
七
五
ｆ
条
を
援
用
し
、
本
契
約
上
の
引
抜
き
禁
止
に
は
法

（
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的
拘
束
力
が
な
く
、
違
約
罰
に
つ
い
て
は
訴
訟
提
起
不
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
て
本
件
で
は
、
本
件
引
抜
き
禁
止
の
法
的
拘

束
力
お
よ
び
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
が
争
点
と
な
っ
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
ま
ず
、
商
法
七
五
ｆ
条
の
文
言
、
成
立
史
、
お
よ
び
立
法
目
的
を
検
討
し
、
企
業
間
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
は

「
原
則
と
し
て
商
法
七
五
ｆ
条
の
適
用
範
囲
に
該
当
す
る
」
と
の
解
釈
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
基
本
法
一
二
条
一
項
の
職
業
の
自

由
に
関
す
る
憲
法
論
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
被
用
者
に
は
雇
用
契
約
終
了
後
の
職
業
上
の
発
展
、
と
り
わ
け
職
場
を
自
由

に
選
択
す
る
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
使
用
者
が
他
の
企
業
と
の
間
に
従
業
員
の
引
抜
き
禁
止
を
合
意
し
た
場
合
、
当
該
従

業
員
は
そ
れ
ら
の
企
業
と
の
間
に
お
け
る
雇
用
や
情
報
取
得
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
法
七
五
ｆ
条
の
定
め
る
引
抜

き
禁
止
の
非
拘
束
性
は
、
被
用
者
の
職
業
上
の
自
己
決
定
権
の
実
現
と
い
う
目
的
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　

し
か
し
他
方
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
使
用
者
と
し
て
の
企
業
も
基
本
法
二
条
一
項
お
よ
び
一
二
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ

た
経
済
活
動
の
自
由
を
有
す
る
」
の
で
あ
り
、「
こ
の
権
利
は
、
市
場
で
の
成
功
を
比
例
性
を
欠
く
形
で
制
限
さ
れ
、
妨
げ
ら
れ
な
い

と
い
う
企
業
の
権
利
も
含
む
」
と
す
る
。
そ
し
て
「
引
抜
き
禁
止
の
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
に
か
か
る
使
用
者
側
の
利
益
が
…
…
被
用

者
の
利
益
に
優
越
す
る
特
別
の
事
案
状
況
が
存
在
す
る
」
と
し
、
そ
の
よ
う
な
「
一
定
の
事
例
に
お
い
て
引
抜
き
禁
止
は
、
商
法
七
五

ｆ
条
の
文
言
か
ら
み
る
と
広
い
適
用
範
囲
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
訴
訟
提
起
可
能
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
憲
法
解
釈
を
示
し
た
。

　

以
上
の
憲
法
解
釈
に
基
づ
き
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
商
法
七
五
ｆ
条
は
、
憲
法
適
合
的
に
限
定
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
引
抜
き
禁
止
〔
の
合
意
〕
は
…
…
、
そ
れ
が
当
事
者
ら
の
特
別
の
信
頼
関
係
ま
た
は
両
当
事
者
の
一
方
の

特
別
の
保
護
の
必
要
性
を
顧
慮
す
る
た
め
だ
け
の
副
次
的
定
め
（N

ebenbestim
m

ung

）
に
と
ど
ま
る
場
合
、
商
法
七
五
ｆ
条
の
適

用
範
囲
に
は
該
当
し
な
い
」
と
判
示
し
た
。

　

本
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
基
本
法
二
条
一
項
お
よ
び
一
二
条
一
項
の
援
用
を
通
じ
て
、
商
法
七
五
ｆ
条
の
定
め
る
一
般
的
規
律
の
適

（
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用
が
遮
断
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
企
業
の
経
済
活
動
の
自
由
に
基
づ
く
利
益
が
被
用
者
の
職
業
上
の
自
己
決
定
権

に
優
越
す
る
一
定
の
「
特
別
の
事
案
状
況
」
を
類
型
化
し
、
そ
れ
を
法
律
の
適
用
範
囲
か
ら
取
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
抜
き
禁
止

の
合
意
の
裁
判
的
貫
徹
を
可
能
と
す
べ
き
例
外
的
事
例
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
④�

　
親
の
子
と
の
面
会
交
流
義
務
に
対
す
る
強
制
手
段
と
一
般
的
人
格
権
（BG

HZ 176, 337

─
─
二
〇
〇
八
年
五
月
一
四
日

決
定
）

　

本
件
は
、
非
婚
関
係
の
父
母
の
間
に
出
生
し
た
子
の
母
で
あ
る
申
立
人
が
、
被
申
立
人
で
あ
る
父
に
対
す
る
子
と
の
面
会
交
流
の
義

務
づ
け
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。
民
法
一
六
八
四
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
子
は
各
親
と
面
会
交
流
す
る
権
利
を
有
し
、
各
親
は
子
と
面

会
交
流
す
る
義
務
を
負
う
。
ま
た
、
非
訟
事
件
手
続
法
三
三
条
は
一
般
的
規
定
と
し
て
、
あ
る
者
に
対
し
て
─
─
例
え
ば
本
件
で
問
題

と
な
っ
た
各
親
の
子
と
の
面
会
交
流
の
よ
う
な
─
─
「
専
ら
当
人
の
意
思
に
依
存
す
る
作
為
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、「
裁

判
所
は
…
…
強
制
金
（Zw

angsgeld

）
の
確
定
に
よ
っ
て
そ
の
者
が
当
該
命
令
を
遵
守
す
る
よ
う
促
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、

義
務
履
行
の
た
め
の
強
制
手
段
を
裁
判
所
に
許
容
し
て
い
た
。

　

申
立
人
が
子
と
の
定
期
的
な
接
触
を
被
申
立
人
に
要
求
し
た
の
に
対
し
、
被
申
立
人
は
か
か
る
面
会
交
流
を
明
示
的
に
拒
絶
し
て
い

た
。
そ
こ
で
本
件
で
は
、
面
会
交
流
義
務
の
貫
徹
の
た
め
に
裁
判
所
が
強
制
手
段
を
用
い
る
こ
と
の
可
否
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
ま
ず
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
合
し
た
二
条
一
項
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
一
般
的
人
格
権
に
か
か
る
憲
法
論
を
展

開
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
面
会
交
流
を
拒
絶
す
る
親
の
面
会
交
流
義
務
を
強
制
手
段
─
─
非
訟
事
件
手
続
法
三
三
条
に
基
づ
く
強
制
手

段
の
命
令
は
当
然
こ
れ
に
含
ま
れ
る
─
─
に
よ
っ
て
初
め
て
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
子
の
福
祉
に
役
立
た
ず
、
も
は
や
適

合
性
を
欠
き
、
こ
の
場
合
に
は
、
強
制
金
の
賦
課
と
結
び
つ
い
た
当
該
親
の
人
格
権
へ
の
制
約
を
正
当
化
し
な
い
」
と
述
べ
た
。
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か
か
る
憲
法
論
を
踏
ま
え
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
非
訟
事
件
手
続
法
三
三
条
…
…
は
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
形
で
憲
法
適
合
的
に

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
子
の
福
祉
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
十
分
な
手
掛
か
り
が

具
体
的
個
別
事
例
に
お
い
て
存
在
す
る
場
合
を
除
い
て
、
子
と
の
面
会
交
流
を
拒
絶
す
る
親
の
面
会
交
流
義
務
の
強
制
手
段
に
よ
る
貫

徹
は
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
た
。

　

本
決
定
の
判
示
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
般
的
人
格
権
に
関
す
る
憲
法
論
が
、
裁
判
所
に
よ
る
強
制
手
段
の
発
動
を
制
限
し

た
点
で
あ
る
。
非
訟
事
件
手
続
法
三
三
条
は
一
般
的
に
、
専
ら
当
人
の
意
思
に
依
存
す
る
作
為
の
実
施
命
令
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
強

制
金
の
賦
課
を
裁
判
所
に
許
容
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
親
が
子
と
の
面
会
交
流
を
拒
絶
し
て
い
る
場
合
に
つ

い
て
、
一
般
的
人
格
権
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
場
合
を
除
い
て
強
制
手
段
を
命
令
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
特
定
の
帰
結

を
導
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑤�

　
破
産
手
続
に
お
け
る
列
記
主
義
と
住
居
の
不
可
侵
（BG

HZ 158, 212

─
─
二
〇
〇
四
年
三
月
四
日
決
定
）

　

本
件
の
争
点
は
、
破
産
手
続
に
お
い
て
鑑
定
人
に
住
居
・
事
務
所
へ
の
立
入
り
お
よ
び
調
査
を
授
権
す
る
裁
判
所
の
命
令
に
対
し
て

上
訴
が
可
能
か
否
か
で
あ
る
。
破
産
法
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、「
破
産
裁
判
所
の
決
定
が
上
訴
に
服
す
る
の
は
、
本
法
が
即
時
抗
告
を

予
定
す
る
事
例
に
限
ら
れ
る
」。
す
な
わ
ち
同
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
列
記
主
義
（Enum

erationsprinzip

）
を
採
用
し
、
異
議
申
立
の

可
能
性
を
同
法
が
明
示
的
に
規
定
す
る
事
例
に
限
定
し
て
い
た
。

　

あ
る
債
務
者
に
対
し
て
破
産
手
続
の
開
始
が
申
請
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
破
産
裁
判
所
は
職
権
探
知
義
務
（
同
法
五
条
一
項
）
に
基
づ
き
、

事
実
関
係
の
解
明
の
た
め
に
書
面
に
よ
る
専
門
鑑
定
を
命
令
し
、
鑑
定
人
に
債
務
者
の
住
居
・
事
務
所
へ
の
立
入
り
お
よ
び
調
査
を
授

権
す
る
決
定
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
債
務
者
は
、
鑑
定
人
へ
の
そ
の
よ
う
な
授
権
は
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
同
決
定

（
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に
対
し
て
即
時
抗
告
を
申
し
立
て
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
─
─
事
案
解
明
の
た
め
の
住
居
・
事
務
所
へ
の
立
入
り
お
よ
び
調
査
権
限
の

授
権
の
よ
う
な
─
─
破
産
法
五
条
の
意
味
に
お
け
る
単
な
る
準
備
措
置
に
係
る
裁
判
所
の
命
令
に
つ
い
て
、
同
法
は
何
ら
の
上
訴
も
予

定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
債
務
者
の
即
時
抗
告
は
不
適
法
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
争
っ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
破
産
裁
判
所
の
命
令
が
当
事
者
の
住
居
の
不
可
侵
（
基
本
法
一
三
条
）
を
制
約
し
た
場
合
」
に
は
、「
か
か

る
命
令
が
有
す
る
当
事
者
へ
の
特
別
の
侵
害
効
果
の
ゆ
え
に
、
基
本
法
一
九
条
四
項
の
〔
実
効
的
権
利
救
済
の
〕
保
障
か
ら
、
当
該
措

置
を
上
訴
を
通
じ
て
再
審
査
さ
せ
る
可
能
性
が
当
事
者
に
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
要
請
が
生
じ
る
と
の
憲
法
解
釈

を
示
し
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
か
か
る
憲
法
解
釈
に
基
づ
き
、「
破
産
法
五
条
の
意
味
に
お
け
る
準
備
措
置
に
対
す
る
上
訴
は
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
原
則
は
、
憲
法
適
合
的
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
破
産
裁
判
所
が
鑑
定
人
に
付
与
し
た
権

限
に
よ
っ
て
債
務
者
の
住
居
お
よ
び
事
務
所
の
領
域
が
介
入
を
受
け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
破
産
法
二
一
条
一
項
二
文
を
類
推
し
、

債
務
者
は
…
…
そ
れ
に
対
し
即
時
抗
告
の
方
法
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
資
格
を
有
す
る
」
と
の
憲
法
適
合
的
解
釈
が
示
さ
れ
た
。

　

本
件
の
特
徴
は
、
法
律
上
の
列
記
主
義
の
原
則
に
も
拘
ら
ず
、
基
本
法
一
三
条
お
よ
び
一
九
条
四
項
を
根
拠
と
し
て
、
明
文
上
上
訴

が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
措
置
に
対
す
る
即
時
抗
告
を
可
能
と
し
た
点
に
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
住
居
の
不
可
侵
お
よ
び
実
効
的

権
利
救
済
の
保
障
か
ら
、
住
居
の
不
可
侵
を
制
約
す
る
措
置
に
対
し
て
は
上
訴
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

要
請
を
導
出
し
た
。
か
か
る
憲
法
的
要
請
が
破
産
法
六
条
一
項
の
列
記
主
義
の
原
則
を
食
い
破
り
、
債
務
者
の
住
居
・
事
務
所
へ
の
立

入
り
お
よ
び
調
査
権
限
の
授
権
に
対
す
る
即
時
抗
告
の
可
能
性
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
三
款　

憲
法
に
基
づ
く
法
律
内
容
の
修
正

　

最
後
に
、
憲
法
が
法
律
内
容
の
修
正
を
も
た
ら
し
た
判
決
を
検
討
す
る
。
第
三
の
類
型
の
特
徴
は
、
具
体
的
事
案
を
手
掛
か
り
と
し

た
憲
法
判
断
に
沿
う
形
で
法
律
規
範
の
内
容
や
構
造
に
変
化
が
加
え
ら
れ
る
点
に
あ
る
。

　
　
　
⑥
　
年
金
給
付
請
求
権
の
差
押
え
禁
止
と
財
産
権
（BG
HZ 160, 197

─
─
二
〇
〇
四
年
八
月
二
五
日
決
定
）

　

本
件
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
債
務
者
の
年
金
給
付
請
求
権
に
対
す
る
差
押
え
の
可
否
で
あ
る
。
一
方
で
、
民
事
訴
訟
法
八
五
一
条

一
項
に
よ
れ
ば
、「
特
別
の
定
め
の
な
い
と
き
に
は
、
あ
る
債
権
が
差
押
え
に
服
す
る
の
は
そ
れ
が
譲
渡
可
能
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ

る
」。
他
方
で
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
弁
護
士
年
金
法
一
一
条
一
項
は
、「〔
本
法
の
定
め
る
〕
給
付
請
求
権
は
、
請
求

権
者
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
…
…
得
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
同
州
弁
護
士
年
金
機
構
（V

ersorgungsw
erk

）
に
対
す
る
年
金
給

付
請
求
権
は
譲
渡
不
能
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
債
権
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
法
文
上
原
則
と
し

て
差
押
え
不
能
と
な
る
。

　

本
件
債
権
者
は
、
本
件
債
務
者
に
対
す
る
差
押
え
・
転
付
命
令
（Pfändungs- und Ü

berw
eisungsbeschluss

）
を
入
手
し
た
と

こ
ろ
、
同
決
定
は
と
り
わ
け
、
第
三
債
務
者
で
あ
る
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
弁
護
士
年
金
機
構
に
対
し
て
本
件
債
務
者
が

有
す
る
種
々
の
年
金
給
付
請
求
権
を
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
本
件
債
務
者
が
上
述
の
二
つ
の
規
定
を
援
用
し
、
こ
れ
ら
の
債

権
は
差
押
え
不
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
た
め
、
当
該
年
金
給
付
請
求
権
の
差
押
え
の
可
否
が
争
わ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
ま
ず
、
基
本
法
一
四
条
一
項
に
か
か
る
憲
法
論
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
の
「
財
産
権
に
は
債
権
法
上

の
債
権
も
含
ま
れ
る
」
と
こ
ろ
、「
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
保
護
は
と
り
わ
け
債
権
者
の
満
足
権
（Befriedigungsrecht

）
に
及
ぶ
」。

「
差
押
え
禁
止
は
、
社
会
国
家
原
理
…
…
を
根
拠
と
し
て
の
み
、
債
務
者
の
固
有
の
生
活
基
盤
を
差
押
え
免
除
額
（Pfändungsfreibe-

（
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träge

）
を
通
じ
て
確
保
す
る
た
め
に
正
当
化
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、「
あ
る
権
利
の
内
容
に
付
さ
れ
た
差
押
え
の
阻
止
も
、
基
本
法
一

四
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
債
権
者
の
満
足
権
と
の
衡
量
に
お
い
て
、
他
の
優
越
す
る
根
拠
が
そ
れ
を
や
む
を
得
ず
必
要
と
す
る

限
り
で
ど
う
に
か
有
効
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
」。
し
か
し
立
法
理
由
か
ら
は
、
憲
法
的
衡
量
に
お
い
て
本
件
年
金
給
付
請
求
権
の
差
押

え
の
阻
止
を
正
当
化
し
う
る
立
法
目
的
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
、
そ
れ
が
社
会
国
家
的
根
拠
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
根
拠
は

何
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、「
年
金
給
付
請
求
権
を
差
押
え
不
能
と
し
た
と
す
れ
ば
…
…
そ
れ
は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
だ
ろ
う
」

と
の
憲
法
判
断
を
示
し
た
。

　

こ
の
憲
法
判
断
を
踏
ま
え
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
弁
護
士
年
金
法
一
一
条
一
項
と
民
事
訴

訟
法
八
五
一
条
一
項
の
相
互
作
用
は
、
憲
法
適
合
的
に
（
限
定
）
解
釈
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
弁
護
士
年
金
機
構
に
対
す
る
請
求
権
は
、
そ
れ
ら
の
譲
渡
不
能
性
に
も
拘
ら
ず
、
原
則
と
し
て
…
…
差
押
え
可
能

で
あ
る
」
と
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
提
示
し
た
。

　

本
決
定
の
特
徴
は
、
事
案
を
手
掛
か
り
と
し
た
憲
法
判
断
が
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
し
、
法
律
内
容
に
変
更
を
加
え
た
点
に
認
め

ら
れ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
法
文
上
差
押
え
不
能
な
債
権
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
た
本
件
年
金
給
付
請
求
権
に
対
し
、
か
か
る
差

押
え
禁
止
は
財
産
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
債
権
者
の
満
足
権
の
制
約
を
正
当
化
で
き
な
い
と
の
憲
法
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
判
断
に

基
づ
き
、
当
該
債
権
を
原
則
と
し
て
差
押
え
可
能
と
解
す
る
こ
と
で
、
法
律
の
規
範
内
容
を
修
正
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑦
　
都
市
計
画
に
お
け
る
損
失
補
償
に
対
す
る
除
斥
期
間
と
財
産
権
（BG

HZ 186, 136

─
─
二
〇
一
〇
年
七
月
八
日
判
決
）

　

本
件
は
、
地
区
詳
細
計
画
（Bebauungsplan

）
に
お
い
て
建
設
法
典
四
〇
条
一
項
一
文
に
基
づ
く
他
人
の
便
益
の
た
め
の
確
定

（frem
dnützige Festsetzung

）
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
有
す
る
土
地
に
財
産
的
損
失
を
受
け
た
所
有
者
が
、
損
失
補
償
を
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要
求
し
た
事
案
で
あ
る
。
同
法
四
〇
条
二
項
一
文
一
号
に
よ
れ
ば
、
所
有
者
は
、
地
区
詳
細
計
画
の
確
定
・
実
施
に
鑑
み
て
土
地
の
保

持
・
利
用
が
「
所
有
者
に
と
っ
て
も
は
や
経
済
的
に
受
忍
不
能
で
あ
る
場
合
、
土
地
の
買
取
り
（Ü

bernahm
e

）
を
請
求
で
き
る
」。

こ
れ
に
対
し
同
法
四
四
条
四
項
は
、
買
取
請
求
権
な
ど
の
補
償
請
求
権
に
除
斥
期
間
を
設
定
し
て
お
り
、
財
産
的
損
失
が
生
じ
て
か
ら

三
年
以
内
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
補
償
請
求
権
は
消
滅
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。

　

本
件
所
有
者
の
土
地
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
一
九
八
七
年
に
確
定
し
た
地
区
詳
細
計
画
に
よ
っ
て
、
建
設
法
典
四
〇
条
一
項
に
基
づ
く

公
共
需
要
用
地
（
同
項
一
号
）
お
よ
び
緑
地
（
同
項
八
号
）
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
該
土
地
に
は
価
値
低
落
が
生
じ
て
い

た
と
こ
ろ
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
長
期
に
亘
っ
て
こ
の
計
画
に
着
手
せ
ず
、
ま
た
、
目
下
計
画
を
実
施
に
移
す
意
思
が
な
い
と
説
明
し
、
し

か
も
、
収
用
の
根
拠
と
な
る
法
律
規
定
さ
え
未
だ
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
い
て
土
地
の
収
用
が
実
施
さ
れ
る

見
通
し
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
件
で
は
当
該
土
地
に
財
産
的
損
失
が
生
じ
て
か
ら
三
年
以
上
が
経
過
し
て
い
た
た
め
、
除

斥
期
間
を
定
め
る
同
法
四
四
条
四
項
の
法
文
上
、
同
法
四
〇
条
二
項
一
文
一
号
に
基
づ
く
買
取
請
求
権
も
行
使
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
か
か
る
膠
着
状
況
に
お
い
て
本
件
所
有
者
は
、
同
法
四
二
条
に
基
づ
き
、
従
前
許
容
さ
れ
て
い
た
土
地
利
用
の
廃
止
に
基
づ
く
金

銭
補
償
を
請
求
し
た
。
そ
こ
で
本
件
で
は
、
か
か
る
金
銭
補
償
が
認
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
三
年
の
除

斥
期
間
の
徒
過
を
理
由
と
し
て
、
計
画
に
よ
っ
て
生
じ
た
財
産
的
損
失
を
甘
受
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
争
わ
れ
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
一
方
で
、
建
設
法
典
四
三
条
三
項
一
文
を
根
拠
と
し
て
本
件
所
有
者
の
主
張
を
退
け
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
四

〇
条
の
買
取
請
求
権
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
に
主
張
で
き
る
の
は
こ
の
請
求
権
の
み
で
あ
る
と
し
、
本
件
所
有
者
の
要
求
す
る
同

法
四
二
条
の
金
銭
補
償
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

　

し
か
し
他
方
で
、
補
償
請
求
権
の
除
斥
期
間
を
定
め
る
建
設
法
典
四
四
条
四
項
に
基
本
法
一
四
条
の
財
産
権
保
障
を
根
拠
と
し
て
憲

法
適
合
的
解
釈
を
施
し
、
そ
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
と
こ
ろ
に
本
判
決
の
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
買
取
請
求
権
の
承
認
は
、
計
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画
に
よ
っ
て
経
済
的
に
受
忍
不
能
な
状
況
が
所
有
者
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
除
斥
期
間
の
徒
過
後
は
、
当
該
計
画
の

実
現
や
収
用
の
実
施
ま
で
そ
の
よ
う
な
状
況
を
補
償
な
し
に
甘
受
す
る
こ
と
を
当
該
所
有
者
に
余
儀
な
く
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
土
地
の
価
値
低
落
に
よ
っ
て
所
有
者
が
現
在
の
犠
牲
（gegenw

ärtiges O
pfer

）
を
直
接
要
求
さ
れ
て
い
る
の
に
、
計
画
の
実
現

や
関
連
す
る
収
用
の
実
施
が
将
来
に
お
い
て
初
め
て
為
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
補
償
が
承
認
さ
れ
る
ま
で
更
に
傍
観
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
」、「〔
財
産
権
の
〕
内
容
・
限
界
規
定
の
許
容
性
の
限
界
を
越
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
」
り
、
基
本
法
一

四
条
に
基
づ
く
「
財
産
権
保
障
と
相
容
れ
な
い
」
と
の
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
憲
法
判
断
を
踏
ま
え
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
財
産
権
保
障
の
放
射
効
が
建
設
法
典
四
四
条
四
項
の
限
定
解
釈
を
要
請
す

る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
財
産
権
保
障
の
重
要
性
が
…
…
〔
除
斥
〕
期
間
の
徒
過
後
に
お
け
る
買
取
請
求
権
の
排
除
に
不
利
に
作
用

す
る
」
の
で
あ
り
、「
買
取
請
求
権
は
同
規
範
の
適
用
範
囲
か
ら
全
面
的
に
除
外
さ
れ
る
」
と
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
示
し
た
。

　

本
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
も
、
事
案
を
手
掛
か
り
と
し
た
憲
法
判
断
が
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
し
、
法
律
の
内
容
を
是
正
し
た
点
に
あ

る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
建
設
法
典
四
〇
条
二
項
に
基
づ
く
土
地
の
買
取
請
求
権
に
除
斥
期
間
の
規
律
が
及
ぶ
と
い
う
法
律
構
造
は

財
産
権
保
障
と
相
容
れ
な
い
、
と
の
憲
法
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
判
断
に
基
づ
き
、
除
斥
期
間
の
規
律
対
象
か
ら
買
取
請
求
権
を
全
面

的
に
除
外
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有
者
は
三
年
の
除
斥
期
間
の
徒
過
後
も
買
取
請
求
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
節
　
憲
法
判
決
の
構
造
分
析

　

こ
こ
ま
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
判
決
を
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
方
法
に
着
目
し
て
分
析
を
加
え
て

き
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
構
造
を
、（
一
）
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
す
る
「
憲
法
問

題
」
と
は
何
か
、（
二
）
憲
法
が
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
い
て
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
明

（
226
）

（
227
）

（阪大法学）72（1-140）　140 〔2022. 5 〕



司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
一
款　

憲
法
の
援
用
を
通
じ
た
法
適
用
の
方
向
づ
け

　（
一
）　
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
す
る
「
憲
法
問
題
」

　

第
一
の
類
型
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
契
機
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
解
釈
の
余
地
に
開
か
れ
た
法
律
規
定
の
具
体
的
事
件
へ
の

適
用
が
憲
法
規
範
の
影
響
を
受
け
る
と
の
認
定
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
見
出
さ
れ
る
。
ひ
と
つ

は
、
法
規
定
の
適
用
に
よ
っ
て
保
護
ま
た
は
制
限
さ
れ
る
当
事
者
の
行
為
や
権
利
利
益
が
基
本
法
上
保
護
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
国
家
あ
る
い
は
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
制
約
な
い
し
毀
損
さ
れ
て
い
る
と
の
認
定
で
あ
る
。
①
事
件
に
お
い
て
は
、「
保
護
に
値

す
る
利
益
」
と
い
う
「
価
値
充
填
を
要
す
る
概
念
」
の
解
釈
・
適
用
に
際
し
て
憲
法
が
援
用
さ
れ
、
一
方
で
、
被
告
の
運
営
す
る
評
価

ポ
ー
タ
ル
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
収
録
に
よ
っ
て
、
原
告
の
情
報
自
己
決
定
権
お
よ
び
職
業
遂
行
の
自
由
が
毀
損
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
他
方
で
、
被
告
の
ポ
ー
タ
ル
運
営
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
由
お
よ
び
職
業
遂
行
の
自
由
の
保
護
領
域
に
該
当
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
う
え
で
、
裁
判
所
に
よ
る
記
載
事
項
の
削
除
命
令
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
基
本
権
の
保
護
領
域
が
制
約
さ
れ
る
と
評
価

さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
か
か
る
利
益
状
況
の
分
析
に
基
づ
き
、
憲
法
を
顧
慮
し
た
衡
量
枠
組
が
導
出
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
憲
法
適
合
的
解
釈
を
作
動
さ
せ
る
第
一
の
動
因
は
、
基
本
権
の
保
護
領
域
・
制
約
の
理
論

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
基
本
権
の
保
護
領
域
と
は
、
基
本
権
が
保
護
の
対
象
と
す
る
行
為
・
自
由
・
利
益
と
い
っ
た
基

本
権
法
益
の
集
合
体
で
あ
る
。
一
方
で
、
基
本
権
の
保
護
領
域
に
対
す
る
私
人
に
よ
る
毀
損
は
、
私
法
関
係
を
規
律
す
る
法
規
定
の
解

釈
・
適
用
に
際
し
て
基
本
権
か
ら
生
じ
る
影
響
の
顧
慮
を
求
め
る
基
本
権
の
第
三
者
効
の
理
論
を
介
し
て
、
他
方
で
、
国
家
に
よ
る
制

約
は
、
基
本
権
を
制
約
す
る
法
規
定
を
基
本
権
の
意
義
に
照
ら
し
て
制
限
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
求
め
る
相
互
作
用
理
論
の
考
え
方
を
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介
し
て
、
裁
判
所
に
具
体
的
事
例
に
お
い
て
憲
法
的
利
益
を
顧
慮
す
る
責
務
を
課
す
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
基
本
権
の
保
護
領
域

に
帰
属
す
る
権
利
利
益
へ
の
制
約
な
い
し
毀
損
が
、
法
規
定
の
適
用
を
巡
っ
て
衝
突
す
る
双
方
向
か
ら
の
顧
慮
義
務
の
調
整
の
た
め
に

憲
法
適
合
的
解
釈
を
作
動
さ
せ
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

法
律
規
定
の
適
用
に
対
す
る
憲
法
規
範
の
影
響
を
認
定
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
は
、
憲
法
上
の
価
値
決
定
な
い
し
客
観
法
的
内
容

の
認
定
で
あ
る
。
②
事
件
は
、「
著
し
い
不
当
性
」
と
い
う
「
不
確
定
法
概
念
」
の
解
釈
・
適
用
に
際
し
て
憲
法
を
援
用
し
、「
子
の
福

祉
の
確
保
と
い
う
憲
法
上
の
価
値
決
定
」、
お
よ
び
、
基
本
法
六
条
一
項
お
よ
び
二
項
か
ら
生
じ
る
「
子
の
人
格
的
教
育
を
親
に
可
能

と
す
べ
し
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
」
を
、
解
釈
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
規
範
内
容
と
し
て
導
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
か
か
る
規
範
内

容
が
「
民
法
一
六
一
五
ｌ
条
二
項
三
文
の
扶
養
請
求
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
を
明
言
し
、
同
規
定
に
憲
法
適
合
的
解
釈
を
施
し
て

い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
の
類
型
に
お
い
て
は
、
第
三
者
や
裁
判
所
に
よ
り
毀
損
な
い
し
制
約
さ
れ
る
権
利
利
益
が
基
本
権
の
保
護
領
域

に
帰
属
し
、
あ
る
い
は
、
適
用
さ
れ
る
法
規
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
憲
法
上
の
価
値
決
定
な
い
し
客
観
法
的
内
容
が
存
在
す
る
こ
と
が
、

憲
法
の
規
範
的
要
請
を
取
り
込
ん
だ
形
で
当
該
規
定
の
解
釈
・
適
用
を
行
う
か
否
か
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
二
）　
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

　

そ
の
う
え
で
、
第
一
の
類
型
に
お
い
て
は
、
基
本
権
の
保
護
領
域
へ
の
制
約
な
い
し
毀
損
や
客
観
法
的
内
容
を
踏
ま
え
、
個
別
事
例

に
お
け
る
法
適
用
過
程
が
憲
法
的
基
準
に
よ
っ
て
枠
付
け
ら
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
見
出

さ
れ
る
。
第
一
に
、
当
事
者
の
権
利
利
益
に
対
す
る
憲
法
的
観
点
か
ら
の
重
み
付
け
で
あ
る
。
①
事
件
は
、「
保
護
に
値
す
る
利
益
」

の
存
否
の
判
断
に
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
比
例
原
則
の
観
点
を
組
み
込
む
こ
と
で
利
益
衡
量
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
、
衡
量
の
枠
組
な

（
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い
し
着
眼
点
を
憲
法
の
観
点
か
ら
設
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
各
当
事
者
の
行
為
や
権
利
利
益
を
憲
法
上
の
基
礎
に
結
び
付
け
直
す
こ
と

に
よ
っ
て
衡
量
を
行
う
際
の
因
子
を
特
定
し
、
基
本
権
の
保
障
に
見
合
っ
た
重
み
付
け
を
具
体
的
事
例
に
即
し
て
行
う
こ
と
で
、
法
適

用
に
よ
り
制
限
・
保
護
さ
れ
る
各
法
益
の
要
保
護
性
の
程
度
に
従
っ
た
利
益
衡
量
が
為
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
の
方
法
は
、
法

律
上
の
請
求
権
を
基
礎
づ
け
う
る
考
慮
事
項
の
導
出
で
あ
る
。
②
事
件
は
、「
著
し
い
不
当
性
」
を
根
拠
と
し
た
扶
養
請
求
権
の
延
長

の
要
否
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
法
律
が
明
文
で
定
め
る
「
子
の
利
益
」
に
加
え
、「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
を
請
求
権
を
基
礎
づ
け

う
る
事
情
と
し
て
顧
慮
す
る
義
務
を
憲
法
上
の
価
値
決
定
お
よ
び
基
本
法
六
条
一
項
・
二
項
か
ら
引
き
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
原
告

の
過
重
負
担
や
精
神
疾
患
等
の
「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
の
存
在
を
理
由
と
し
て
、
扶
養
請
求
権
の
延
長
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
の
類
型
に
お
い
て
憲
法
は
、
利
益
衡
量
に
際
し
て
の
着
眼
点
を
特
定
し
、
比
例
原
則
を
介
し
て
基
本
権
の
保

障
に
見
合
っ
た
重
み
付
け
を
各
当
事
者
の
権
利
利
益
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
衡
量
を
枠
づ
け
、
あ
る
い
は
、
憲
法
に
基
礎
を

有
す
る
考
慮
事
項
を
法
律
上
の
請
求
権
を
基
礎
づ
け
う
る
事
情
と
し
て
導
出
す
る
こ
と
で
、
憲
法
的
価
値
に
適
っ
た
方
向
へ
裁
判
所
の

法
適
用
を
嚮
導
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
款　

憲
法
の
要
請
を
踏
ま
え
た
特
定
の
帰
結
の
導
出

　（
一
）　
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
す
る
「
憲
法
問
題
」

　

第
二
の
類
型
に
お
い
て
憲
法
適
合
的
解
釈
を
施
す
契
機
と
さ
れ
て
い
た
の
も
、
基
本
権
の
保
護
領
域
に
対
す
る
制
約
で
あ
っ
た
。
③

事
件
で
は
、
基
本
法
二
条
一
項
お
よ
び
一
二
条
一
項
の
保
障
す
る
経
済
活
動
の
自
由
が
「
市
場
で
の
成
功
を
比
例
性
を
欠
く
形
で
制
限

さ
れ
、
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
企
業
の
権
利
も
含
む
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
④
事
件
は
、
裁
判
所
に
よ
る
「
強
制
金
の
賦
課
」

が
子
と
の
面
会
交
流
を
拒
絶
す
る
「
親
の
人
格
権
の
制
約
」
と
な
る
こ
と
を
認
定
し
、
⑤
事
件
も
、
鑑
定
人
に
対
す
る
破
産
裁
判
所
の

（
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立
入
り
お
よ
び
調
査
権
限
の
授
権
命
令
が
債
務
者
の
「
住
居
の
不
可
侵
へ
の
制
約
」
と
な
る
こ
と
を
明
示
的
に
認
め
て
い
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
第
一
の
類
型
と
区
別
さ
れ
る
第
二
類
型
の
特
徴
は
、
各
判
決
に
お
い
て
、
基
本
権
制
約
の
重
大
性
な
い
し
利
益
衡
量

に
か
か
る
一
定
の
憲
法
的
評
価
に
至
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
⑤
事
件
に
お
い
て
は
、
破
産
裁
判
所
に
よ
る
住
居
・
事
務
所
へ
の
立
入

り
・
調
査
権
限
の
授
権
命
令
は
、
当
事
者
に
対
し
て
「
特
別
の
侵
害
効
果
」
を
有
す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
④
事
件
は
、
面
会

交
流
を
拒
絶
す
る
親
の
面
会
交
流
義
務
の
強
制
手
段
に
よ
る
貫
徹
は
「
原
則
と
し
て
子
の
福
祉
に
役
立
た
」
ず
、
そ
の
た
め
「
適
合
性

を
欠
く
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
判
示
か
ら
は
、
か
か
る
状
況
に
お
け
る
強
制
手
段
の
命
令
は
、
当
該
親
の
一
般
的
人
格
権
に
正
当

化
不
能
な
ほ
ど
の
制
約
を
課
す
こ
と
に
な
り
う
る
と
い
う
評
価
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
③
事
件
で
は
、「
引
抜
き
禁
止

の
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
に
か
か
る
使
用
者
側
の
利
益
が
…
…
被
用
者
の
利
益
に
優
越
す
る
特
別
の
事
案
状
況
」
の
存
在
に
言
及
さ
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
一
定
の
事
案
類
型
に
お
け
る
引
抜
き
禁
止
の
合
意
の
拘
束
力
お
よ
び
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
の
否

定
は
、
対
抗
利
益
と
の
関
係
で
「
比
例
性
を
欠
く
」
制
限
に
な
る
と
の
憲
法
的
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
分

析
か
ら
、
第
二
の
類
型
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
前
提
に
は
、
当
事
者
の
基
本
権
の
保
護
領
域
に
対
す
る
制
約
な
い
し
毀
損
が
認

め
ら
れ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
基
本
権
制
約
の
重
大
性
な
い
し
利
益
衡
量
に
か
か
る
一
定
の
憲
法
的
評
価
が
存
在
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　（
二
）　
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

　

こ
の
よ
う
な
憲
法
的
評
価
を
根
拠
と
し
て
、
憲
法
は
、
各
基
本
権
の
要
請
を
踏
ま
え
た
規
範
理
解
を
導
出
し
、
裁
判
所
に
対
し
て
厳

格
な
要
請
・
禁
止
を
課
す
。
③
事
件
に
お
い
て
は
、
先
述
の
憲
法
的
評
価
の
妥
当
す
る
事
案
状
況
が
類
型
化
さ
れ
、
引
抜
き
禁
止
が

「
当
事
者
ら
の
特
別
の
信
頼
関
係
ま
た
は
両
当
事
者
の
一
方
の
特
別
の
保
護
の
必
要
性
を
顧
慮
す
る
た
め
だ
け
の
副
次
的
定
め
に
と
ど

（阪大法学）72（1-144）　144 〔2022. 5 〕



司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　

ま
る
場
合
」
に
つ
い
て
商
法
七
五
ｆ
条
の
適
用
を
遮
断
す
べ
き
と
さ
れ
、
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

ま
た
④
事
件
に
お
い
て
も
、
親
が
面
会
交
流
を
拒
絶
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
強
制
手
段
に
よ
る
貫
徹
は
一
定
の
場
合
を
除
い
て
「
行

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
事
件
で
は
、
破
産
裁
判
所
の
授
権
に
よ
っ
て
「
債
務
者
の
住
居
お
よ
び
事
務
所
の

領
域
が
介
入
を
受
け
て
い
る
」
場
合
に
は
、
列
記
主
義
の
原
則
に
も
拘
ら
ず
「
即
時
抗
告
の
方
法
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
資
格
を
有
す

る
」
と
し
て
、
当
該
債
務
者
に
上
訴
を
認
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。

　

利
益
衡
量
枠
組
の
設
定
や
、
そ
こ
で
衡
量
さ
れ
る
権
利
利
益
の
重
み
づ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
定
の
事
案
類
型
に
お
い
て
特
定
の
帰

結
を
導
出
す
る
と
い
う
厳
格
な
規
範
理
解
の
背
景
に
は
、
具
体
的
局
面
に
お
け
る
憲
法
の
規
範
的
要
請
が
存
在
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
企
業
の
経
済
活
動
の
自
由
に
基
づ
く
利
益
が
対
抗
利
益
で
あ
る
被
用
者
の
職
業
上
の
自
己
決
定
権
を
上
回
る
事
案
類
型
で

は
引
抜
き
禁
止
の
法
的
拘
束
力
・
裁
判
的
貫
徹
の
可
能
性
を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
（
③
事
件
）、
破
産
裁
判
所
の
命
令
が
住
居
の
不

可
侵
を
制
約
し
た
な
ら
ば
上
訴
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
⑤
事
件
）
と
い
っ
た
、
具
体
的
局
面
と
結
び
付
い
た
憲

法
の
規
範
的
要
請
が
、
各
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
へ
の
厳
格
な
要
請
・
禁
止
の
基
礎
を
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

④
事
件
に
お
い
て
は
、
面
会
交
流
を
拒
絶
す
る
親
の
義
務
の
強
制
手
段
に
よ
る
貫
徹
は
「
子
の
福
祉
に
役
立
た
ず
…
…
適
合
性
を
欠

く
」
と
い
う
一
般
的
人
格
権
に
か
か
る
憲
法
論
が
、
裁
判
所
に
よ
る
命
令
発
動
の
原
則
禁
止
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
例
外
要
件
の
定

立
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
う
し
て
憲
法
は
、
い
か
な
る
局
面
に
お
い
て
い
か
な
る
措
置
が
要
請
ま
た
は
禁
止
さ
れ
る

の
か
を
要
件
化
す
る
こ
と
で
、
基
本
権
保
障
が
貫
徹
さ
れ
る
べ
き
局
面
・
条
件
を
画
定
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
類
型
に
属
す
る
諸
判
決
の
判
示
の
な
か
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
法
律
解
釈
を
通
じ
て
各
事
例
が
規
定
の
規
律
対
象
に

含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
法
律
上
妥
当
す
る
一
般
的
規
律
な
い
し
原
則
を
憲
法
が
再
度
否
定
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

各
事
例
に
お
い
て
は
、
企
業
間
の
引
抜
き
禁
止
が
商
法
七
五
ｆ
条
の
適
用
範
囲
に
該
当
す
る
（
③
事
件
）、
非
訟
事
件
手
続
法
三
三
条

（
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に
基
づ
く
強
制
手
段
の
命
令
の
な
か
に
親
の
面
会
交
流
義
務
の
履
行
強
制
が
含
ま
れ
る
（
④
事
件
）
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
破

産
裁
判
所
に
よ
る
住
居
・
事
務
所
へ
の
立
入
り
・
調
査
権
限
の
授
権
に
破
産
法
六
条
の
列
記
主
義
の
規
律
が
及
ぶ
た
め
に
「
原
則
と
し

て
上
訴
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
明
言
さ
れ
て
い
た
（
⑤
事
件
）。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
上
述
の
憲
法
の
規
範
的
要
請
に
よ
っ
て
画
定
さ

れ
た
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
引
抜
き
禁
止
の
合
意
を
訴
訟
提
起
可
能
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
③
事
件
）、
強
制
手
段
の
命

令
は
行
わ
れ
て
は
な
ら
ず
（
④
事
件
）、
破
産
裁
判
所
の
命
令
に
対
す
る
即
時
抗
告
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
⑤
事
件
）
の
で
あ

っ
て
、
法
律
の
定
め
る
原
則
に
対
し
て
基
本
権
保
障
を
貫
徹
す
る
よ
う
、
憲
法
が
裁
判
所
の
法
適
用
に
厳
格
な
要
請
・
禁
止
を
課
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
憲
法
は
、
一
定
の
要
件
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
事
案
類
型
に
特
有
の
準
則
を
法
律
の
一
般
的
規
律
の
な
か

に
埋
め
込
む
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
の
類
型
に
お
い
て
憲
法
は
、
基
本
権
制
約
の
重
大
性
な
い
し
利
益
衡
量
に
か
か
る
一
定
の
憲
法
的
評
価
・
憲

法
の
規
範
的
要
請
に
基
づ
き
、
基
本
権
保
障
が
貫
徹
さ
れ
る
べ
き
局
面
・
要
件
を
画
定
し
、
当
該
局
面
に
特
有
の
準
則
を
法
律
の
一
般

的
規
律
の
な
か
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
法
適
用
に
厳
格
な
要
請
・
禁
止
を
課
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
款　

憲
法
に
基
づ
く
法
律
内
容
の
修
正

　（
一
）　
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
す
る
「
憲
法
問
題
」

　

最
後
に
、
第
三
の
類
型
に
お
い
て
憲
法
適
合
的
解
釈
を
要
請
し
た
の
は
、
法
律
の
合
憲
・
違
憲
と
い
う
意
味
に
お
け
る
憲
法
判
断
で

あ
る
。
⑥
事
件
に
お
い
て
は
、
差
押
え
不
能
な
債
権
と
し
て
法
律
上
構
築
さ
れ
た
年
金
給
付
請
求
権
に
つ
い
て
、
か
か
る
差
押
え
禁
止

に
は
基
本
法
一
四
条
一
項
の
財
産
権
保
障
に
含
ま
れ
る
債
権
者
の
満
足
権
へ
の
制
約
を
正
当
化
で
き
る
立
法
目
的
が
見
出
せ
な
い
た
め
、

差
押
え
禁
止
は
「
正
当
化
さ
れ
な
い
」
と
の
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
⑦
事
件
に
お
い
て
は
、
経
済
的
に
受
忍
不
能
な
状
況
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を
前
提
と
す
る
買
取
請
求
権
に
三
年
の
除
斥
期
間
の
規
律
が
及
ぶ
と
す
る
法
律
の
構
造
が
、「〔
財
産
権
の
〕
内
容
・
限
界
規
定
の
許
容

性
の
限
界
を
越
え
」、「
財
産
権
保
障
と
相
容
れ
な
い
」
と
の
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。
両
事
件
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
憲
法
判

断
に
基
づ
い
て
、「
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
弁
護
士
年
金
法
一
一
条
一
項
と
民
事
訴
訟
法
八
五
一
条
一
項
の
相
互
作
用
は
、

憲
法
適
合
的
に
（
限
定
）
解
釈
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」（
⑥
事
件
）、「
財
産
権
保
障
の
放
射
効
が
〔
除
斥
期
間
を
規
律
す
る
〕
建
設
法

典
四
四
条
四
項
の
限
定
解
釈
を
要
請
す
る
」（
⑦
事
件
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
判
示
か
ら
示
さ
れ
る
通
り
、
第
三
の
類
型

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
を
手
掛
か
り
と
し
た
憲
法
判
断
が
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
不
可
欠
性
を
基
礎
づ
け
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

　（
二
）　
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

　

そ
の
う
え
で
、
第
三
の
類
型
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
特
徴
は
、
各
事
件
に
お
い
て
示
さ
れ
た
憲
法
判
断
に
対
応
す
る
形
で
、

当
該
違
憲
的
内
容
を
是
正
す
る
よ
う
法
律
の
内
容
や
構
造
に
変
化
が
加
え
ら
れ
た
点
に
あ
る
。
⑥
事
件
に
お
い
て
は
、
基
本
法
一
四
条

一
項
の
財
産
権
保
障
と
の
関
係
で
「
正
当
化
さ
れ
な
い
」
と
判
断
さ
れ
た
内
容
を
排
除
す
る
形
で
、
年
金
給
付
請
求
権
は
「
原
則
と
し

て
差
押
え
可
能
」
だ
と
す
る
解
釈
が
施
さ
れ
た
。
ま
た
⑦
事
件
に
お
い
て
も
、
経
済
的
に
受
忍
不
能
な
状
況
を
前
提
と
す
る
買
取
請
求

権
に
三
年
の
除
斥
期
間
の
規
律
が
及
ぶ
と
す
る
法
律
の
構
造
は
財
産
権
保
障
と
相
容
れ
な
い
と
の
判
示
に
対
応
す
る
形
で
、「
買
取
請

求
権
を
除
斥
期
間
の
適
用
範
囲
か
ら
全
面
的
に
除
外
す
る
」
と
の
限
定
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
判
示
か
ら
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
両
事
件
の
施
し
た
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
通
常
の
解
釈
方
法
に
よ
っ
て
到
達
し
う
る

複
数
の
選
択
肢
か
ら
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
を
排
除
す
る
と
い
う
「
最
も
単
純
な
形
式
」
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
事

件
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
予
め
前
提
さ
れ
た
複
数
の
解
釈
結
果
の
排
除
な
い
し
選
択
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
憲
法
論
を
法

（
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律
解
釈
に
先
行
さ
せ
、
当
該
憲
法
判
断
の
内
容
に
合
わ
せ
る
形
で
法
律
内
容
を
決
定
・
修
正
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
以
上
の
よ
う

に
、
第
三
の
類
型
に
お
い
て
憲
法
は
、
法
律
内
容
の
修
正
を
基
礎
づ
け
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
導
き
出
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
第
三
節
　
小
括
─
─
民
事
法
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

　（
一
）　
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
裁
判
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

　

連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
判
決
の
構
造
分
析
か
ら
示
さ
れ
る
の
は
、
民
事
法
の
解
釈
・
適
用
の
な
か
で
憲
法
の
果
た
し
う
る
機
能
の

多
様
性
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
日
本
に
お
い
て
合
憲
限
定
解
釈
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
法
律
に
含
ま
れ
る
違
憲
的
な
内
容
や
構
造
を
是
正
す
る

タ
イ
プ
の
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
判
決
の
な
か
に
も
見
出
さ
れ
る
（
⑥
⑦
事
件
参
照
）。
連
邦
通
常

裁
判
所
は
、
具
体
的
事
件
を
手
掛
か
り
と
し
て
法
律
の
合
憲
性
を
検
討
し
て
実
体
的
な
憲
法
判
断
を
示
し
た
う
え
で
、
当
該
憲
法
判
断

の
内
容
に
対
応
さ
せ
る
形
で
法
律
規
範
の
内
容
や
構
造
に
変
化
を
加
え
る
こ
と
で
、
法
律
の
違
憲
的
内
容
を
是
正
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
判
決
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
機
能
は
、
法
律
の
違
憲
性
の
是
正
に
限
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
法
律
の
合
憲
・
違
憲
と
は
位
相
を
異
に
す
る
仕
方
で
、
法
律
を
具
体
的
事
案
に
適
用
す
る
局
面
に
お
い
て
、
憲
法
は
重
要
な
機

能
を
果
た
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
裁
判
所
が
行
っ
て
い
る
の
は
、
法
律
に
基
づ
く
私
法
上
の
紛
争
の
解
決
で
あ
っ
て
、
相
対

立
す
る
当
事
者
間
の
私
法
上
の
権
利
利
益
の
調
整
・
画
定
作
業
に
他
な
ら
な
い
が
─
─
と
り
わ
け
法
律
が
一
般
条
項
や
不
確
定
法
概
念

を
用
い
る
な
ど
─
─
裁
判
所
の
法
適
用
な
い
し
権
限
行
使
に
つ
き
明
確
な
基
準
や
限
界
画
定
が
法
律
上
欠
け
て
い
る
場
合
に
、
憲
法
の

観
点
が
強
く
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
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）
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か
か
る
局
面
に
お
け
る
憲
法
の
機
能
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
段
階
を
観
念
で
き
る
。
第
一
に
、
憲
法
は
裁
判
所
の
法
適
用
を
方

向
づ
け
る
。
法
律
規
定
の
適
用
に
よ
っ
て
保
護
ま
た
は
制
限
さ
れ
る
当
事
者
の
権
利
利
益
が
基
本
権
の
保
護
領
域
に
帰
属
し
、
裁
判
所

や
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
そ
れ
が
制
約
な
い
し
毀
損
さ
れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
法
規
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
憲
法
上
の

価
値
決
定
な
い
し
客
観
法
的
内
容
が
存
在
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
憲
法
は
、
比
例
原
則
を
介
し
て
基
本
権
の
保
障
に
見
合
っ
た
重

み
付
け
を
当
事
者
の
権
利
利
益
に
付
与
し
（
①
事
件
参
照
）、
あ
る
い
は
、
法
律
上
の
請
求
権
を
基
礎
づ
け
う
る
考
慮
事
項
を
導
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
（
②
事
件
参
照
）、
裁
判
所
に
よ
る
利
益
衡
量
を
枠
づ
け
、
憲
法
的
価
値
に
適
っ
た
方
向
へ
と
法
適
用
を
嚮
導
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
憲
法
は
、
法
適
用
に
際
し
て
の
着
眼
点
を
特
定
す
る
こ
と
で
諸
利
益
の
調
整
・
衡
量
を
明
確
化
す
る
構
造
を
与
え
、

当
事
者
の
法
的
地
位
を
基
本
権
に
係
留
さ
せ
て
憲
法
的
衡
量
を
受
け
る
べ
き
地
位
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
事
件
に
お
け
る
請
求

権
の
存
否
が
基
本
権
の
要
保
護
性
に
見
合
っ
た
形
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
基
本
権
制
約
の
重
大
性
な
い
し
利
益
衡
量
に
か
か
る
一
定
の
憲
法
的
評
価
に
到
達
し
、
具
体
的
局
面
に
お
け
る
憲
法
の
規

範
的
要
請
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
憲
法
は
、
基
本
権
の
要
請
を
踏
ま
え
た
特
定
の
帰
結
を
導
出
し
、
裁
判
所
の
法
適
用
に
対

し
て
厳
格
な
要
請
・
禁
止
を
課
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
個
別
事
例
ご
と
の
利
益
衡
量
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
裁
判
所
に
よ
る

保
護
が
要
請
さ
れ
、
あ
る
い
は
制
限
が
禁
止
さ
れ
る
一
定
の
局
面
・
条
件
が
憲
法
の
観
点
か
ら
予
め
設
定
さ
れ
た
う
え
で
、
当
該
基
準

（
要
件
）
が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
司
法
事
実
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
③
④
⑤
事
件
参
照
）。
市
民
相
互
間
の

権
利
利
益
を
整
序
す
る
こ
と
で
基
本
権
に
関
す
る
紛
争
を
調
整
し
た
り
、
訴
訟
手
続
に
か
か
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
り
す
る
権
限
は
、

第
一
次
的
に
は
立
法
者
に
帰
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
法
律
解
釈
を
通
じ
て
各

事
例
が
規
定
の
規
律
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
法
律
上
妥
当
す
る
一
般
的
規
律
な
い
し
原
則
を
憲
法
が
再
度
否
定

す
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
立
法
者
が
法
律
制
定
を
通
じ
て
行
っ
た
一
定
の
利
益
調
整
・
制
度
構
築
を
憲
法
の

（
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観
点
か
ら
画
定
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
否
定
し
、
特
定
の
局
面
・
条
件
に
お
い
て
妥
当
す
べ
き
準
則
が
法
律
の
な
か
に
挿
入
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
権
利
利
益
の
調
整
や
訴
訟
制
度
の
構
築
が
立
法
者
限
り
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
局

面
に
お
け
る
憲
法
の
規
範
的
要
請
に
よ
っ
て
法
律
の
一
般
的
規
律
を
補
充
し
、
あ
る
い
は
法
律
上
の
原
則
を
否
定
す
る
こ
と
を
裁
判
所

が
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　

か
か
る
構
造
の
下
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
具
体
的
な
機
能
方
法
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、

比
例
原
則
で
あ
る
。
比
例
原
則
に
よ
る
判
断
は
、
国
家
に
よ
る
過
剰
な
基
本
権
制
約
を
禁
止
す
る
局
面
（
④
事
件
参
照
）
だ
け
で
は
な

く
、
私
人
相
互
間
の
権
利
利
益
を
調
整
す
る
局
面
に
も
見
ら
れ
る
（
①
③
事
件
参
照
）。
た
し
か
に
後
者
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
の

は
、
民
事
法
上
の
法
関
係
を
関
連
す
る
基
本
権
に
照
ら
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
を
通
じ
た
個
人
の
自
由
領
域
の
均
衡
の
と
れ
た
画
定
で

あ
っ
て
、
目
的
・
手
段
審
査
に
よ
る
制
限
の
正
当
化
と
い
う
比
例
原
則
の
古
典
的
な
構
造
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
当
て
は
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
理
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
も
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
規
定
の
構
造

の
な
か
に
基
本
権
的
地
位
を
取
り
込
ん
だ
均
衡
性
審
査
に
よ
っ
て
、
比
例
原
則
は
適
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
規
定
の
保
護
法

益
を
法
適
用
の
基
点
に
据
え
、
か
か
る
保
護
法
益
の
要
保
護
性
と
の
関
係
で
制
限
さ
れ
る
利
益
の
要
保
護
性
が
均
衡
を
失
し
て
い
な
い

か
を
、
個
別
事
案
に
特
有
の
形
で
（
①
事
件
参
照
）、
あ
る
い
は
、
具
体
的
局
面
に
お
け
る
憲
法
の
規
範
的
要
請
の
観
点
か
ら
一
定
の

局
面
・
条
件
を
類
型
的
に
画
定
す
る
形
で
（
③
事
件
参
照
）、
比
例
原
則
を
調
整
原
理
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
二
）　
連
邦
行
政
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
構
造
と
の
類
似
性

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
事
件
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
が
、
行
政
事
件

の
裁
判
を
行
う
連
邦
行
政
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
と
構
造
上
の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
の
行
政
判

（
248
）

（
249
）

（
250
）

（
251
）

（
252
）
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決
を
憲
法
適
合
的
解
釈
に
着
目
し
て
具
体
的
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
一
方
で
、
具
体
的
事
件
を
手
掛
か
り
と
し
た
法
律
の
違
憲
審

査
を
行
い
、
当
該
憲
法
判
断
に
沿
う
形
で
法
律
の
内
容
に
限
定
解
釈
・
拡
張
解
釈
を
施
す
こ
と
で
、
法
律
の
違
憲
的
内
容
を
是
正
す
る

タ
イ
プ
の
憲
法
適
合
的
解
釈
が
存
在
す
る
─
─
こ
れ
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
う
ち
第
三
類
型
に
相
当
す
る
も
の

と
い
え
る
（
⑥
⑦
事
件
参
照
）。
ま
た
他
方
で
、
法
律
の
適
用
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
個
別
具
体
的
な
行
政
作
用
の
適
法
性
審
査
に
─
─

特
に
法
律
が
行
政
に
判
断
余
地
・
裁
量
の
余
地
を
認
め
て
い
る
場
合
に
─
─
憲
法
の
観
点
が
強
く
流
れ
込
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
は
第
一

に
、
行
政
庁
の
判
断
結
果
の
統
制
お
よ
び
行
政
庁
の
判
断
過
程
の
統
制
の
双
方
に
お
い
て
憲
法
が
援
用
さ
れ
、
問
題
と
な
っ
た
行
政
作

用
に
よ
っ
て
基
本
権
の
保
護
領
域
に
制
約
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
憲
法
は
、
比
例
原
則
を
介
し
て
市
民
の
権
利
利
益
に

重
み
づ
け
を
行
う
こ
と
で
基
本
権
の
重
要
性
に
見
合
っ
た
違
法
性
判
断
基
準
を
設
定
し
、
あ
る
い
は
行
政
の
裁
量
権
行
使
に
際
し
て
の

要
考
慮
事
項
を
導
出
し
て
行
政
の
判
断
過
程
に
踏
み
込
ん
で
審
査
す
る
こ
と
で
、
行
政
に
よ
る
利
益
衡
量
を
枠
づ
け
、
そ
の
法
適
用
・

裁
量
権
行
使
を
憲
法
価
値
を
適
切
に
顧
慮
し
た
方
向
へ
と
嚮
導
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
─
─
こ
れ
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法

適
合
的
解
釈
の
第
一
類
型
に
相
応
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
（
①
②
事
件
参
照
）。
ま
た
第
二
に
、
基
本
権
制
約
の
重
大
性
に

か
か
る
一
定
の
憲
法
的
評
価
、
お
よ
び
具
体
的
局
面
に
お
け
る
憲
法
上
の
規
範
的
要
請
を
根
拠
と
し
て
、
憲
法
は
、
基
本
権
保
障
が
貫

徹
さ
れ
る
べ
き
行
為
類
型
お
よ
び
そ
の
局
面
・
要
件
を
括
り
出
し
、
立
法
者
が
法
律
を
通
じ
て
行
政
に
付
与
し
た
裁
量
の
余
地
そ
れ
自

体
を
限
定
・
否
定
す
る
こ
と
で
、
行
政
に
厳
格
な
要
請
を
課
し
て
い
た
─
─
こ
こ
に
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
う

ち
第
二
類
型
と
同
様
の
構
造
を
見
出
し
う
る
（
③
④
⑤
事
件
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能
方

法
と
い
う
点
に
お
い
て
、
両
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
に
は
─
─
行
政
事
件
・
民
事
事
件
と
い
う
法
領
域
の
相
違
に
も
拘
ら
ず
─
─

相
互
に
類
似
し
た
構
造
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

か
か
る
両
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
構
造
お
よ
び
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
対
す
る
憲
法
の
作
用
方
法
に
お
け
る
構
造
上
の
類
似

（
253
）
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性
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
実
体
法
的
構
成
（
第
一
章
第
三
節
、
第
四
節
（
三
）（
四
）
参
照
）
の
帰
結
で
あ
る
と
評
価
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
一
方
で
、
行
政
事
件
に
お
い
て
は
行
政
庁
の
判
断
が
介
在
し
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
行
政
の
法
適

用
・
裁
量
権
行
使
を
統
制
す
る
の
に
対
し
、
民
事
事
件
に
お
い
て
連
邦
通
常
裁
判
所
は
自
ら
法
適
用
者
と
し
て
利
益
調
整
を
行
い
、
私

法
上
の
紛
争
を
解
決
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
両
裁
判
所
の
裁
判
の
前
提
と
な
る
問
題
状
況
に
は
差
異
が
存
在
す
る
。
し
か
し
他

方
で
、
行
政
事
件
に
お
け
る
行
政
作
用
の
適
法
性
審
査
で
あ
れ
民
事
事
件
に
お
け
る
私
法
上
の
紛
争
の
解
決
で
あ
れ
、
法
適
用
機
関

（
行
政
・
裁
判
所
）
が
法
律
の
授
権
に
基
づ
き
法
適
用
を
行
う
と
い
う
構
造
の
下
、
裁
判
所
が
当
該
権
限
行
使
の
根
拠
と
な
る
法
律
に

基
づ
い
て
事
件
を
解
決
す
る
と
い
う
構
造
は
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
裁
判
所
の
裁
判
に
お
い
て
は
、
問
題
と
な
っ
た
行
政
作
用

に
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
訴
訟
当
事
者
に
民
事
法
上
の
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
か
が
争
点
と
な
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
で

判
断
基
準
と
な
る
の
は
行
政
・
司
法
に
権
限
を
付
与
す
る
授
権
法
律
の
規
定
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
法
規
定
の
内
容
を
事
案
と
の
関
係

で
具
体
化
し
て
判
断
過
程
・
判
断
基
準
を
設
定
し
、
そ
れ
を
具
体
的
事
実
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
作
用
の
違
法
性
あ
る
い

は
訴
訟
当
事
者
の
請
求
権
の
存
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

両
裁
判
所
の
憲
法
判
決
に
お
い
て
は
、
か
か
る
共
通
の
構
造
の
な
か
に
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
が
流
れ
込
ん
で
い
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
事
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
律
の
要
件
を
具
体
化
し
て
判
断
過
程
を
設
定
し
判
断
基
準
を
定
立
す

る
に
際
し
て
、
当
事
者
の
基
本
権
の
保
護
領
域
へ
の
制
約
・
毀
損
や
憲
法
上
の
客
観
法
的
内
容
の
存
在
を
契
機
と
し
て
憲
法
の
規
範
的

要
請
が
作
動
し
、
法
適
用
・
裁
量
権
行
使
を
方
向
づ
け
（
違
法
性
判
断
基
準
の
厳
格
化
・
当
事
者
の
権
利
利
益
へ
重
み
づ
け
・
要
考
慮

事
項
の
導
出
）、
あ
る
い
は
、
基
本
権
保
障
を
貫
徹
す
る
形
で
特
定
の
要
請
・
禁
止
を
課
し
て
い
る
（
裁
量
の
余
地
な
い
し
判
断
の
余

地
そ
れ
自
体
の
限
定
・
否
定
）
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
在
り
方
は
、
立
法
者
尊
重
の
要
請
や
規
範
維
持
の
利
益
を
論
拠
と
し
て
法
令
違
憲
判
決
の
回
避
を
要
請
す
る
権
限
法
的
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構
成
の
視
角
で
は
捉
え
切
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
論
的
立
脚
点
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
実
体
法
的
構
成
に
あ
る
と
い

う
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
の
規
範
的
要
請
を
法
律
の
解
釈
・
適
用
の
中
で
考
慮
・
貫
徹
す
る
こ
と
を
実
体
法
と
し
て
の
憲
法

が
裁
判
所
に
命
令
し
て
い
る
と
い
う
観
念
に
基
づ
き
、
行
政
作
用
の
適
法
性
審
査
お
よ
び
裁
判
所
自
身
の
法
適
用
を
拘
束
す
る
法
律
の

内
容
を
具
体
化
す
る
際
に
憲
法
が
作
用
し
、
法
律
に
基
づ
く
行
政
・
裁
判
所
の
権
限
行
使
を
方
向
づ
け
、
あ
る
い
は
、
法
律
が
付
与
し

た
裁
量
の
余
地
な
い
し
判
断
の
余
地
を
限
定
・
否
定
し
て
特
定
の
要
請
・
禁
止
を
課
す
と
い
う
形
で
、
憲
法
が
裁
判
所
の
司
法
権
行
使

を
拘
束
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
三
）　
ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
裁
判
に
お
い
て
は
、
法
律
に
基
づ
く
私
法
上
の
紛
争
の
解
決
に
際
し
て
憲
法
が
さ
ま
ざ
ま

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
た
。
日
常
的
な
民
事
法
の
解
釈
・
適
用
の
な
か
に
憲
法
論
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
─
─
行
政
法
に
お
け
る
憲
法

適
合
的
解
釈
に
も
相
応
す
る
形
で
─
─
憲
法
価
値
を
積
極
的
・
創
造
的
に
実
現
し
て
い
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、

と
り
わ
け
法
律
が
裁
判
所
の
法
適
用
な
い
し
権
限
行
使
に
つ
き
明
確
な
基
準
や
限
界
を
確
定
し
て
お
ら
ず
、
判
断
の
余
地
を
委
ね
て
い

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
を
憲
法
の
実
体
的
・
規
範
的
内
容
に
よ
っ
て
充
填
す
る
こ
と
で
、
裁
判
所
の
法
適
用
が
憲
法
に
適
っ
て
行
わ

れ
る
こ
と
を
担
保
し
、
基
本
権
保
障
を
高
い
程
度
で
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
─
─
日
本
法
へ
の
示
唆
と
残
さ
れ
た
課
題

　

本
稿
は
こ
こ
ま
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
基
礎
づ
け
論
を
考
察
し
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
連
邦
通
常
裁

判
所
の
民
事
裁
判
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
構
造
を
具
体
的
に
分
析
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
理
論
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的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
実
体
法
的
構
成
の
日
本
法
へ
の
応
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
連
邦
通
常
裁

判
所
の
判
例
の
構
造
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
分
析
視
角
に
基
づ
き
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
方
法
お
よ

び
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能
方
法
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
触
れ
る
こ

と
と
し
た
い
。

　（
一
）　
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
理
論
的
位
置
づ
け

　

本
稿
の
第
一
の
課
題
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
理
論
的
基
礎
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

同
要
請
が
い
か
な
る
論
拠
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
憲
法
適
合
的
解
釈
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
憲
法
的
・
理

論
的
意
義
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
基
礎
づ
け
論
に
お
い
て
は
、
議
会
法
律
の
合
憲
性
の
推
定
と
い
う
論
拠
が
支
持
を
失

っ
て
い
る
の
に
対
し
（
第
一
章
第
一
節
第
一
款
参
照
）、
法
秩
序
の
統
一
性
の
要
請
が
そ
の
有
力
な
論
拠
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
し
か
に
こ
の
論
拠
は
憲
法
適
合
的
解
釈
を
支
え
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
法
秩
序
の
統
一
性
な

い
し
憲
法
と
法
律
と
の
無
矛
盾
性
は
法
律
の
違
憲
無
効
判
決
に
よ
っ
て
も
達
成
可
能
で
あ
る
た
め
、
法
秩
序
の
統
一
性
の
要
請
だ
け
で

は
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
完
全
な
根
拠
づ
け
は
不
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
た
（
第
一
章
第
一
節
第
二
款
参
照
）。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
の

判
例
・
学
説
に
お
い
て
広
く
主
張
さ
れ
て
い
る
の
が
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
を
規
範
維
持
原
理
と
同
一
視
し
た
う
え
で
、
権
力
分

立
に
基
づ
く
過
剰
介
入
の
禁
止
や
民
主
制
原
理
に
基
づ
く
立
法
権
の
優
位
か
ら
生
じ
る
立
法
権
へ
の
尊
重
、
お
よ
び
、
規
範
維
持
に
か

か
る
実
践
的
利
益
を
理
論
的
基
礎
と
し
て
援
用
し
、
憲
法
適
合
的
解
釈
を
「
規
範
維
持
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
」
と
し
て
理
解
す

る
権
限
法
的
構
成
で
あ
る
（
第
一
章
第
二
節
参
照
）。
し
か
し
そ
こ
で
援
用
さ
れ
て
い
た
権
限
法
的
論
拠
は
法
律
の
無
効
宣
言
の
回
避
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お
よ
び
規
範
の
効
力
維
持
を
直
接
の
正
当
化
対
象
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
へ
の
要
請
と
し
て
は
、
法
律
の
違
憲
無
効
宣
言

の
原
則
的
禁
止
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
か
る
権
限
法
的
構
成
は
、「
法
律
の
解
釈
・
適
用
を
憲
法
に
照
ら
し
て
行
う
こ
と
を
要
請

さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
」
あ
る
い
は
「
適
用
す
べ
き
法
律
の
内
容
を
憲
法
に
照
ら
し
て
定
め
る
べ
き
な
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
問
い
に
直

接
に
は
答
え
て
く
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
第
一
章
第
四
節
（
二
）
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
が
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
実
体
法
的
構
成
で
あ
っ
た
（
第
一
章

第
三
節
参
照
）。
か
か
る
見
解
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
と
規
範
維
持
原
理
と
の
結
合
を
切
断
し
、「
憲
法
に
照
ら
し
た
法
律
の
解

釈
・
適
用
」
そ
れ
自
体
を
憲
法
適
合
的
解
釈
と
し
て
把
握
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
、
第
一
に
、
憲
法
規
範
は

規
範
統
制
の
レ
ベ
ル
で
法
規
定
の
効
力
の
有
無
を
決
定
す
る
た
め
の
審
査
基
準
・
統
制
規
範
と
し
て
機
能
す
る
の
み
な
ら
ず
、
規
範
の

適
用
レ
ベ
ル
で
具
体
的
事
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
律
の
規
範
内
容
を
定
め
る
た
め
の
認
識
基
準
・
内
容
解
明
規
範
と
し
て
も
機
能
す

る
と
い
う
憲
法
理
解
・
基
本
権
理
解
、
第
二
に
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
憲
法
お
よ
び
基
本
権
に
裁
判
所
が
法
的
に
拘
束
さ
れ
て
い

る
と
い
う
実
定
法
上
の
与
件
が
援
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
が
憲
法
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
憲
法
の
規
範

的
要
請
を
顧
慮
す
る
こ
と
が
憲
法
上
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
拘
束
の
対
象
た
る
憲
法
が
規
範
統
制
＝
規
範
の
効
力
の
次
元
の
み

な
ら
ず
、
法
適
用
＝
法
律
の
解
釈
・
適
用
の
内
容
の
次
元
に
お
い
て
も
作
用
す
る
か
ら
こ
そ
、
憲
法
の
実
体
的
・
規
範
的
要
請
を
法
律

解
釈
に
取
り
込
ん
だ
形
で
法
適
用
を
行
う
こ
と
を
裁
判
所
は
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
憲
法
に
照
ら
し
た
法
律
の
解

釈
・
適
用
」
を
裁
判
所
に
命
じ
る
原
理
と
し
て
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
を
理
論
的
に
把
握
・
構
成
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
基
礎
づ
け
に

権
限
法
的
論
拠
は
不
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
権
限
法
的
・
実
践
的
論
拠
と
は
独
立
し
て
、
規
範
統
制
の
次
元
に

お
け
る
「
規
範
の
破
棄
」
か
「
解
釈
に
よ
る
規
範
の
効
力
維
持
」
か
と
い
う
選
択
と
は
独
立
し
た
形
で
、
す
で
に
実
体
法
的
論
拠
に
基

づ
き
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
第
一
章
第
四
節
（
三
）（
四
）
参
照
）。
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か
か
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
実
体
法
的
構
成
は
、
日
本
法
に
も
応
用
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
法
律
の
解
釈
・
適
用

に
対
す
る
憲
法
の
内
容
的
作
用
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
権
利
に
「
価
値
」
な
い
し
「
客
観
法
的
内
容
」
も
含
ま
れ
る
と
の
理
解
は
、
必

ず
し
も
特
殊
ド
イ
ツ
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に
お
い
て
も
私
人
間
効
力
論
や
、
行
政
裁
量
の
憲
法
的
統
制
の
議
論
を
は
じ
め
と
す

る
憲
法
解
釈
論
の
様
々
な
場
面
で
前
提
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
労
働
基
本
権
の
保
障
内
容
に
つ

い
て
「
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
労
働
基
本
権
の
制
限
を
目
的
と
す
る
法
律
を
制
定
す
る
際
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
法
律
を
解
釈
適
用
す
る
に
際
し
て
も
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
全
逓
東
京

中
郵
判
決
や
、「
労
働
基
本
権
尊
重
の
憲
法
の
精
神
」
な
い
し
「
趣
旨
は
、
法
律
の
解
釈
適
用
に
あ
た
っ
て
も
、
十
分
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
都
教
組
判
決
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
制
定
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
法
適
用
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
憲
法
は
機
能
す
べ
き
と
の
理
解
は
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
が
基
本
権
（
基
本
法
一
条

三
項
）
と
法
律
（
同
法
二
〇
条
三
項
、
九
七
条
一
項
）
に
二
重
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
日
本
の
最
高
裁
判
所
も
「
憲
法
及

び
法
律
」
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
（
日
本
国
憲
法
七
六
条
三
項
）。
憲
法
七
六
条
三
項
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
「
裁
判
官
の
良
心
」
を
め

ぐ
る
議
論
に
重
厚
な
蓄
積
が
見
ら
れ
る
が
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の
係
留
点
と
し
て
憲
法
七
六
条
一
項
お
よ
び
三
項
を
位
置
づ
け
、

憲
法
と
法
律
に
二
重
に
拘
束
さ
れ
な
が
ら
司
法
権
を
行
使
す
べ
き
裁
判
官
に
対
し
て
、
個
別
事
例
に
お
け
る
法
律
規
定
の
適
用
が
憲
法

規
範
の
影
響
を
受
け
る
か
否
か
を
審
査
し
、
憲
法
の
規
範
的
要
請
を
法
律
の
解
釈
・
適
用
の
中
で
受
け
止
め
自
ら
実
現
す
る
こ
と
を
命

じ
る
規
定
と
し
て
、
再
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
国
憲
法
上
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
適
用
レ
ベ
ル
で
憲
法
の
規
範
的
要
請
を
実
現
す
る
と
い

う
、
裁
判
所
の
憲
法
拘
束
に
基
づ
く
司
法
権
の
責
務
と
し
て
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
を
把
握
・
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
例

え
ば
立
法
府
の
憲
法
配
慮
的
意
図
の
「
擬
制
」、
あ
る
い
は
、
立
法
府
が
憲
法
適
合
的
に
解
釈
し
て
法
律
を
制
定
し
た
と
の
想
定
と
い

（
254
）

（
255
）

（
256
）

（
257
）

（
258
）

（
259
）
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っ
た
見
方
で
は
な
く
、
憲
法
の
規
範
的
要
請
を
法
律
の
解
釈
・
適
用
の
な
か
で
実
現
す
る
こ
と
を
実
体
法
と
し
て
の
憲
法
が
裁
判
所
に

命
令
し
て
い
る
と
い
う
観
念
が
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
理
論
的
基
礎
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
と
す
れ
ば
、

憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
は
、
司
法
の
法
律
お
よ
び
憲
法
へ
の
二
重
拘
束
の
帰
着
点
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
か
か
る
憲
法
的
与
件
の

下
で
裁
判
を
行
う
司
法
権
の
法
適
用
に
組
み
込
ま
れ
た
構
成
要
素
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
司
法
権
行
使
を
憲
法
の

規
範
内
容
へ
と
実
体
的
に
拘
束
す
る
点
に
、
憲
法
適
合
的
解
釈
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
理
論
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　（
二
）　
憲
法
適
合
的
解
釈
の
方
法
─
─
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能

　

そ
の
う
え
で
、
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
民
事
裁
判
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
構
造
分
析
を
通
じ

て
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
具
体
的
方
法
お
よ
び
そ
こ
で
憲
法
が
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
い
て
果
た
し
う
る
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
分
析
視
角
に
照
ら
し
て
最
高
裁
判
例
を
読
み
直
す
な
ら
ば
、
従
来
合
憲
限
定
解
釈
と
し
て
観
念
さ
れ

て
き
た
も
の
に
近
い
第
三
類
型
だ
け
で
な
く
、
第
一
類
型
お
よ
び
第
二
類
型
と
同
様
の
形
で
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
い
て
憲
法
が
一

定
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
第
一
の
類
型
に
お
い
て
は
、
解
釈
の
余
地
に
開
か
れ
た
法
律
規
定
の
解
釈
・
適
用
に
際
し
て
憲
法
が
援

用
さ
れ
、
比
例
原
則
を
介
し
て
当
事
者
の
権
利
利
益
に
基
本
権
の
保
障
に
見
合
っ
た
重
み
付
け
を
行
い
、
あ
る
い
は
、
法
律
上
の
請
求

権
を
基
礎
づ
け
う
る
考
慮
事
項
を
導
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
適
用
な
い
し
利
益
衡
量
の
枠
組
や
着
眼
点
が
憲
法
の
観
点
か
ら
特
定

さ
れ
、
具
体
的
事
件
に
お
け
る
請
求
権
の
存
否
が
基
本
権
の
要
保
護
性
に
見
合
っ
た
形
で
判
断
さ
れ
て
い
た
（
第
二
章
第
二
節
第
一
款
、

第
三
節
参
照
）。

（
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）
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こ
の
よ
う
な
憲
法
の
機
能
方
法
は
、
最
高
裁
判
例
の
な
か
に
も
具
体
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

「
逆
転
」
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、「
あ
る
者
の
前
科
等
に
か
か
わ
る
事
実
を
実
名
を
使
用
し
て
著
作
物
で
公
表
し
た
こ
と
が
不
法
行

為
を
構
成
す
る
か
否
か
」
に
つ
い
て
、「
前
科
等
に
か
か
わ
る
事
実
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益
が
〔
公
表
す
る
利
益
を
〕
優
越
す
る

と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
公
表
に
よ
っ
て
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
」、「
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
著
作

者
の
表
現
の
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
諸
要
素
を
勘
案
し
な
が
ら
「
前
科
を
公
表
さ
れ
な
い
利
益
」
と
表

現
の
自
由
の
要
保
護
性
を
比
較
衡
量
す
る
と
の
判
断
枠
組
が
設
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
グ
ー
グ
ル
検
索
結
果
削
除
請
求
事
件
判
決
は
、

一
方
で
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
属
す
る
事
実
を
み
だ
り
に
公
表
さ
れ
な
い
利
益
は
、
法
的
保
護
の
対
象
と
な
る
」
と
し
た
う
え
で
、

他
方
で
「
検
索
結
果
の
提
供
は
検
索
事
業
者
自
身
に
よ
る
表
現
行
為
と
い
う
側
面
を
有
」
し
、
そ
の
提
供
行
為
が
違
法
と
さ
れ
削
除
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は
検
索
事
業
者
の
「
方
針
に
沿
っ
た
一
貫
性
を
有
す
る
表
現
行
為
の
制
約
で
あ
」
り
、
さ
ら
に
は
、「
検
索
結

果
の
提
供
を
通
じ
て
果
た
さ
れ
て
い
る
〔
現
代
社
会
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
流
通
の
基
盤
と
し
て
の
〕
役
割
に
対
す
る

制
約
で
も
あ
る
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
か
か
る
「
検
索
事
業
者
に
よ
る
検
索
結
果
の
提
供
行
為
の
性
質
等
を
踏
ま
え
る
と
…
…

〔
検
索
結
果
の
提
供
行
為
が
〕
違
法
と
な
る
か
否
か
は
、
…
…
当
該
事
実
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益
と
当
該
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
情
報
を
検
索

結
果
と
し
て
提
供
す
る
理
由
に
関
す
る
諸
事
情
を
比
較
衡
量
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
当
該
事
実
を
公
表
さ
れ
な
い
法

的
利
益
が
優
越
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
検
索
事
業
者
に
対
し
、
当
該
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
情
報
を
検
索
結
果
か
ら
削
除
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
、
検
索
結
果
の
提
供
を
通
じ
た
表
現
の
自
由
お
よ
び
情
報
流
通
の

価
値
に
重
み
付
け
を
付
加
し
た
判
断
枠
組
を
定
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
最
高
裁
判
例
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
や
表

現
の
自
由
に
係
る
法
益
が
、
法
適
用
の
際
の
利
益
衡
量
枠
組
に
埋
め
込
ま
れ
た
例
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
憲
法
上
の
考
慮
事
項
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
不
法
行
為
法
に
お
い
て
、
私
法
上
の
人
格
権
の
保
護
、
と
り
わ
け
法
的
保

（
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護
に
値
す
る
人
格
的
利
益
を
基
礎
づ
け
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
憲
法
的
価
値
に
言
及
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
エ
ホ
バ
の
証
人

輸
血
拒
否
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、「
患
者
が
、
輸
血
を
受
け
る
こ
と
は
自
己
の
宗
教
上
の
信
念
に
反
す
る
と
し
て
、
輸
血
を
伴
う
医

療
行
為
を
拒
否
す
る
と
の
明
確
な
意
思
を
有
し
て
い
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
を
す
る
権
利
は
、
人
格
権
の
一
内
容
と
し
て
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
事
案
で
あ
る
が
、
船
橋
市
立
図
書
館
事
件
判
決
に
お

い
て
は
、
公
立
図
書
館
と
い
う
場
所
の
性
質
に
つ
い
て
の
説
示
に
続
け
て
、「
著
作
者
の
思
想
の
自
由
、
表
現
の
自
由
が
憲
法
に
よ
り

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
で
あ
る
こ
と
に
も
か
ん
が
み
る
と
、
公
立
図
書
館
に
お
い
て
、
そ
の
著
作
物
が
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
著
作

者
が
有
す
る
上
記
利
益
〔
＝
著
作
物
に
よ
っ
て
そ
の
思
想
、
意
見
等
を
公
衆
に
伝
達
す
る
利
益
〕
は
、
法
的
保
護
に
値
す
る
人
格
的
利

益
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
裁
判
例
に
お
け
る
判
示
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
第

一
の
類
型
は
、
利
益
衡
量
に
お
け
る
憲
法
的
利
益
の
意
義
や
重
み
づ
け
を
め
ぐ
る
考
察
、
そ
し
て
不
法
行
為
法
に
お
け
る
法
的
保
護
に

値
す
る
利
益
の
基
礎
づ
け
や
被
侵
害
利
益
の
要
保
護
性
を
め
ぐ
る
憲
法
学
お
よ
び
民
法
学
の
議
論
に
接
合
可
能
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
第
二
の
類
型
に
お
い
て
は
、
基
本
権
制
約
の
重
大
性
に
か
か
る
一
定
の
憲
法
的
評
価
、
お
よ
び
具
体

的
局
面
に
お
け
る
憲
法
の
規
範
的
要
請
に
基
づ
き
、
法
律
上
妥
当
す
る
一
般
的
規
律
な
い
し
原
則
を
憲
法
の
観
点
か
ら
画
定
さ
れ
た
範

囲
に
お
い
て
否
定
し
、
あ
る
い
は
、
特
定
の
局
面
・
条
件
に
お
い
て
妥
当
す
べ
き
準
則
を
法
律
の
な
か
に
挿
入
す
る
こ
と
で
、
基
本
権

保
障
を
貫
徹
す
る
よ
う
裁
判
所
の
法
適
用
に
対
し
て
厳
格
な
要
請
・
禁
止
を
課
し
て
い
た
（
第
二
章
第
二
節
第
二
款
、
第
三
節
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
憲
法
が
特
定
の
帰
結
を
も
た
ら
し
、
裁
判
所
の
法
適
用
に
厳
格
な
要
請
を
課
し
た
も
の
と
位
置
付
け
う
る
例
も
最

高
裁
判
例
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
取
材
源
秘
匿
を
理
由
と
す
る
民
事
裁
判
上
の
証
言
拒
絶
の
可
否
が
争
点
と
な

っ
たN

H
K

記
者
証
言
拒
絶
事
件
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
証
人
は
原
則
と
し
て
証
言
す
べ
き
義
務
を
負
い

（
民
事
訴
訟
法
一
九
〇
条
）、
一
定
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
例
外
的
に
証
言
の
拒
絶
が
認
め
ら
れ
る
（
同
法
一
九
六
条
、
一
九

（
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七
条
）
と
す
る
法
律
の
構
造
を
確
認
し
た
う
え
で
、
報
道
関
係
者
の
取
材
源
の
秘
密
は
か
か
る
事
由
の
一
つ
で
あ
る
「
職
業
の
秘
密
」

（
同
法
一
九
七
条
一
項
三
号
）
に
当
た
る
と
し
つ
つ
、
証
言
拒
絶
権
の
対
象
と
な
り
う
る
の
は
「
職
業
の
秘
密
」
の
う
ち
の
「
保
護
に

値
す
る
秘
密
」
の
み
を
指
し
、
そ
の
該
当
性
の
判
断
は
「
比
較
衡
量
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
べ
き
」
と
の
判
断
枠
組
を
設
定
し
た
。
し
か

し
比
較
衡
量
の
枠
組
の
提
示
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
博
多
駅
事
件
判
決
に
依
拠
し
な
が
ら
、「
憲
法
二
一
条
の
精
神
に
照
ら
し
、
十

分
尊
重
に
値
す
る
」
と
い
う
べ
き
取
材
の
自
由
の
「
意
義
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、
取
材
源
の
秘
密
は
、
取
材
の
自
由
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
重
要
な
社
会
的
価
値
を
有
す
る
」
と
の
憲
法
解
釈
を
示
す
。
そ
し
て
、
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
定

の
場
合
を
除
き
「
取
材
源
の
秘
密
は
保
護
に
値
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
証
人
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
取
材
源
に
係
る
証
言
を
拒

絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
件
で
は
、
取
材
の
自
由
の
意
義
に
照
ら
し
た
取

材
源
の
秘
密
の
要
保
護
性
の
高
さ
を
根
拠
と
し
て
、
報
道
が
公
共
の
利
益
に
関
わ
る
場
合
の
取
材
源
に
つ
き
証
言
拒
絶
権
の
原
則
化
が

も
た
ら
さ
れ
、
司
法
事
実
と
照
合
可
能
な
形
で
定
式
化
さ
れ
た
要
件
の
充
足
性
判
断
に
よ
っ
て
必
要
不
可
欠
性
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、

証
言
拒
絶
を
認
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
が
組
合
員
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
各
臨
時
組

合
費
の
納
入
義
務
の
存
否
が
争
点
と
な
っ
た
国
労
広
島
地
本
事
件
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
労
働
組
合
の
構
成
員
は
、「
組
合
が

正
規
の
手
続
に
従
っ
て
決
定
し
た
活
動
に
参
加
し
…
…
、
右
活
動
の
経
済
的
基
礎
を
な
す
組
合
費
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
」
の
で
あ

り
、「
組
合
か
ら
の
脱
退
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て
い
る
限
り
、
た
と
え
個
々
の
場
合
に
組
合
の
決
定
し
た
活
動
に
反
対
の
組
合
員
で
あ

っ
て
も
、
原
則
的
に
は
こ
れ
に
対
す
る
協
力
義
務
を
免
れ
な
い
」
と
の
原
則
を
確
認
す
る
一
方
で
、「
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
組
合
活

動
の
実
効
性
と
組
合
員
個
人
の
基
本
的
利
益
の
調
和
と
い
う
観
点
」
か
ら
、
次
の
よ
う
な
憲
法
論
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
政
治

的
活
動
は
一
定
の
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
組
合
の
政
治
的
活
動
の
基
礎
に
あ
る

政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
は
、
必
ず
し
も
個
々
の
組
合
員
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
…
…
多
数
決
に
よ
る
政
治
的

（
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活
動
に
対
し
て
こ
れ
と
異
な
る
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
を
も
つ
個
々
の
組
合
員
の
協
力
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て

許
さ
れ
な
い
」。
な
ぜ
な
ら
、「
か
か
る
義
務
を
一
般
的
に
認
め
る
こ
と
は
、
組
合
員
の
個
人
と
し
て
の
政
治
的
自
由
、
特
に
自
己
の
意

に
反
し
て
一
定
の
政
治
的
態
度
や
行
動
を
と
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
」
で
あ
る
。
以
上
の
憲
法

的
要
請
を
踏
ま
え
、
最
高
裁
は
、「
一
定
の
政
治
的
活
動
の
費
用
と
し
て
そ
の
支
出
目
的
と
の
個
別
的
関
連
性
が
明
白
に
特
定
さ
れ
て

い
る
資
金
」
の
拠
出
お
よ
び
「
選
挙
に
際
し
特
定
の
立
候
補
者
支
援
の
た
め
に
そ
の
所
属
政
党
に
寄
付
す
る
資
金
」
の
拠
出
を
組
合
員

に
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
、
こ
れ
ら
の
臨
時
組
合
費
に
つ
き
組
合
員
の
納
付
義
務
を
否
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
件

で
は
、
一
定
の
臨
時
組
合
費
の
強
制
徴
収
が
有
す
る
政
治
的
自
由
へ
の
侵
害
の
重
大
性
に
か
か
る
憲
法
的
評
価
か
ら
、
組
合
の
政
治
的

活
動
と
は
異
な
る
政
治
的
思
想
等
を
も
つ
組
合
員
に
対
す
る
協
力
の
義
務
付
け
は
「
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
」
と
の
憲
法
解
釈
が
示

さ
れ
、
か
か
る
憲
法
的
要
請
に
基
づ
き
、
法
律
上
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
組
合
員
の
協
力
義
務
が
一
定
の
局
面
・
条
件
の
範
囲
で
否

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
労
働
者
が
労
働
組
合
の
組
合
員
た
る
資
格
を
取
得
せ
ず
又
は
こ
れ
を
失
っ
た
場
合
に
当
該
労
働

者
と
の
雇
用
関
係
を
使
用
者
に
終
了
さ
せ
る
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
協
定
の
有
効
性
が
争
点
と
な
っ
た
三
井
倉
庫
港
運
事
件
判
決
に
お

い
て
、
最
高
裁
は
、「
労
働
者
に
は
、
自
ら
の
団
結
権
を
行
使
す
る
た
め
労
働
組
合
を
選
択
す
る
自
由
が
あ
り
」、
ま
た
、
ユ
ニ
オ
ン
・

シ
ョ
ッ
プ
「
協
定
を
締
結
し
て
い
な
い
他
の
労
働
組
合
の
団
結
権
も
等
し
く
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ

協
定
に
よ
っ
て
、
労
働
者
に
対
し
、
解
雇
の
威
嚇
の
下
に
特
定
の
労
働
組
合
へ
の
加
入
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
労
働
者
の
組
合

選
択
の
自
由
及
び
他
の
労
働
組
合
の
団
結
権
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
憲
法
解
釈
を
示
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
最
高

裁
は
、「
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
協
定
の
う
ち
、
締
結
組
合
以
外
の
他
の
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
る
者
及
び
締
結
組
合
か
ら
脱
退
し

又
は
除
名
さ
れ
た
が
、
他
の
労
働
組
合
に
加
入
し
又
は
新
た
な
労
働
組
合
を
結
成
し
た
者
に
つ
い
て
使
用
者
の
解
雇
義
務
を
定
め
る
部

分
は
、
…
…
民
法
九
〇
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
憲
法
二
八
条
参
照
）」
と
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
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本
件
で
は
、
解
雇
の
威
嚇
の
下
で
の
特
定
の
労
働
組
合
へ
の
加
入
強
制
が
有
す
る
労
働
者
の
組
合
選
択
の
自
由
お
よ
び
他
の
労
働
組
合

の
団
結
権
に
対
す
る
強
度
の
侵
害
を
根
拠
と
し
て
、
民
法
九
〇
条
の
一
般
条
項
に
憲
法
二
八
条
の
規
範
内
容
が
流
し
込
ま
れ
、
法
律
上

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
た
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
協
定
（
労
働
組
合
法
七
条
一
号
但
書
）
の
定
め
る
使
用
者
の
解
雇
義
務
を
一
定
の
局

面
・
条
件
の
範
囲
で
否
定
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
当
該
事
案
を
全
体
と
し
て
観
察
し
社
会
的

に
許
容
さ
れ
る
限
度
を
超
え
て
い
る
か
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
在
り
方
に
留
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
当
事

者
の
憲
法
上
の
権
利
利
益
を
判
断
の
基
点
と
し
て
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
利
益
の
調
整
・
衡
量
を
明
確
化
す
る
構
造
を
与
え
、
憲
法

的
利
益
に
対
す
る
侵
害
の
重
大
性
や
具
体
的
局
面
（
適
用
法
条
・
事
案
類
型
）
に
お
け
る
憲
法
の
規
範
的
要
請
に
基
づ
き
、
裁
判
所
の

法
適
用
に
対
し
特
定
の
帰
結
を
導
く
と
い
う
厳
格
な
要
請
が
導
出
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
判
例
か
ら
示
さ
れ
る
通
り
、
最
高
裁
判
例
の
な
か
に
現
れ
た
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能
方
法
は
─
─
少
な

く
と
も
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
と
比
肩
可
能
な
程
度
に
は
─
─
多
様
性
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
高
裁
判
所
が
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
に
言
及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、
具
体
的
な
判
例
の
な
か

に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
が
憲
法
適
合
的
解
釈
の
概
念
の
下
で
憲
法
を
扱
う
の
と
同
様
の
実
践
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
両

裁
判
所
は
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
取
扱
い
に
関
し
て
一
定
程
度
比
肩
可
能
な
裁
判
所
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
最
高
裁
判
所
も
具
体
的
事
例
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
憲
法
の
規
範
的
要
請
を
法
律
の
解
釈
に
取
り
込
ん
だ
形
で
法
適
用
を
行

っ
て
お
り
、
こ
こ
に
司
法
の
法
律
お
よ
び
憲
法
へ
の
二
重
拘
束
を
基
礎
と
し
て
実
体
法
的
に
構
成
さ
れ
た
憲
法
適
合
的
解
釈
の
端
緒
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
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　（
三
）　
残
さ
れ
た
課
題

　

最
後
に
、
本
稿
が
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
課
題
に
言
及
し
た
い
。
本
稿
は
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
重
要

な
課
題
の
一
つ
が
憲
法
適
合
的
解
釈
の
法
的
限
界
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
か
か
る
法
的
限
界
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
具
体
的
な
憲
法
適
合
的
解
釈
に
対
す
る
限
界
で
あ
る
。
例
え
ば
、
立
法
者
の
意
思

に
反
す
る
法
的
決
定
を
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
官
が
立
法
者
の
権
限
に
不
当
に
介
入
し
、
あ
る
い
は
、
不
明
確
な
解
釈
に
よ
っ
て
国

民
に
対
す
る
告
知
機
能
を
失
わ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
憲
法
適
合
的
解
釈
に
は
憲
法
上
限
界
が
課
さ
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
を
権
限
法
的
に
構
成
し
よ
う
と
し
た
立
場
が
強
調
し
て
い
た
立
法
権
の
尊
重
と
い
う
論
拠

は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
限
界
と
い
う
文
脈
で
こ
そ
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
あ
る
法
律
に
対
す
る
憲

法
適
合
的
解
釈
が
そ
も
そ
も
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
そ
れ
自
体
の
限
界
も
観
念
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
憲
法
適
合
的
解
釈
に
対
し
て
は
、「
ご
く
わ
ず
か
の
法
令
違
憲
判
決
と
、
違
憲
審
査
を
行
わ
な
い
憲
法
適
合
的
解
釈
と
の
極
端

な
二
極
化
」
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
っ
た
懸
念
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
考
察
し
た
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
の

権
限
法
的
構
成
と
実
体
法
的
構
成
は
、「
憲
法
が
裁
判
所
に
対
し
て
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
き
何
を
要
求
し
て
い
る
か
」
と
い
う
レ
ベ

ル
で
は
位
相
を
異
に
す
る
一
方
、
具
体
的
な
裁
判
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
当
該
法
律
を
違
憲
無
効
と
せ
ず
、
合
憲
・
有
効
な
も
の
と
し

て
裁
判
を
行
う
」
と
い
う
結
果
に
お
い
て
交
差
す
る
。
こ
の
点
、
第
二
章
に
お
い
て
判
例
分
析
の
対
象
と
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判

所
が
─
─
憲
法
問
題
の
移
送
決
定
を
通
じ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
判
断
を
求
め
、
違
憲
判
決
に
基
づ
き
具
体
的
事
件
を
解
決
す
る

こ
と
は
専
門
裁
判
所
の
権
限
で
あ
り
義
務
で
あ
る
と
は
い
え
（
ド
イ
ツ
基
本
法
一
〇
〇
条
一
項
）
─
─
単
独
で
法
令
違
憲
判
決
を
下
す

権
限
を
有
し
な
い
の
に
対
し
、
日
本
の
最
高
裁
判
所
は
違
憲
審
査
権
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
（
日
本
国
憲
法
八
一
条
）、
解
釈
の

対
象
と
な
る
法
文
自
体
の
違
憲
性
を
問
う
こ
と
が
裁
判
所
に
固
有
の
役
割
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
憲
法
お
よ
び
法
律
へ
の
二
重

（
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）

（
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）

（
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）
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拘
束
に
基
づ
き
、
憲
法
適
合
的
解
釈
を
裁
判
所
の
司
法
権
に
組
み
込
ま
れ
た
構
成
要
素
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
違

憲
審
査
権
も
「
司
法
権
の
統
合
さ
れ
た
本
質
部
分
」
と
し
て
把
握
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
法
令
そ
れ
自
体
に
違
憲
性
を
帰
責
す
べ
き
局

面
・
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
は
多
く
の
論
ず
べ
き
点
を
未
だ
手
付
か
ず

の
ま
ま
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

以
下
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
類
型
論
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
原
島
・
前
掲
註
（
45
）
二
六
四
─
二
六
六
頁
を
参
照
。

V
gl. BGH

Z 202, 242 (249 f.).
V

gl. BGH
Z 202, 242 (243 f.).

V
gl. BGH

Z 202, 242 (249-251).
V

gl. BGH
Z 202, 242 (251 f.).

V
gl. BGH

Z 202, 242 (250).

よ
り
具
体
的
に
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
被
告
の
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
へ
の
収
録
に
よ
る

医
師
の
負
担
は
、
軽
微
な
も
の
で
し
か
な
い
と
は
い
え
な
い
。
ポ
ー
タ
ル
上
の
評
価
は
、
診
療
を
必
要
と
す
る
人
々
の
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
医
師
た
ち
と
の
競
争
に
お
け
る
当
該
医
師
の
チ
ャ
ン
ス
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
職
業
上
の
存
立
さ
え
危
険
に
さ
ら
し
う
る
。
ま
た
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
っ
て
全
て
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
が
容
易
に
デ
ー
タ
を
呼
び
出
せ
る
以
上
、
評
価
ポ
ー
タ
ル
の
拡
散
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、
人
格
権
の
毀
損
の
重
大
性
は
さ

ら
に
増
大
す
る
う
え
、
真
実
で
な
い
表
現
や
名
誉
毀
損
的
な
表
現
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
さ
れ
る
な
ど
の
危
険
も
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ー
タ
ル
上
の
評
価
は
原
告
の
職
業
活
動
、
つ
ま
り
、
人
格
の
発
展
が
最
初
か
ら
環
境
と
の
接
触
の
な
か
で
為
さ
れ
る
領
域

に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
は
、
社
会
的
領
域
（Sozialsphäre
）
に
お
い
て
の
み
原
告
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
た
し
か
に
一
般

的
人
格
権
は
、
個
人
の
生
活
事
情
の
公
開
に
つ
い
て
の
自
己
決
定
権
を
社
会
的
領
域
に
お
い
て
も
保
護
す
る
が
、
そ
の
保
護
の
程
度
は
、
内
密

領
域
・
秘
密
領
域
（Intim

- Geheim
sphäre

）
に
属
す
る
デ
ー
タ
よ
り
も
低
い
。
社
会
的
領
域
の
枠
内
に
お
け
る
表
現
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
制

裁
と
結
び
付
け
ら
れ
て
良
い
の
は
、
ス
テ
ィ
グ
マ
化
や
社
会
か
ら
の
排
除
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
人
格
権
に
重
大
な
影
響
が
生
じ
る
場
合
に
限

（
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ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
件
は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
。
他
方
で
、
医
師
の
職
務
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
に
係
る
公
衆
の
利
益
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
被
告
の
ポ
ー
タ
ル
は
、
医
師
の
選
択
の
た
め
に
不
可
欠
な
情
報
を
自
由
な
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
で
こ
れ
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

ポ
ー
タ
ル
上
の
評
価
が
匿
名
で
な
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
デ
ー
タ
削
除
の
利
益
が
デ
ー
タ
蓄
積
の
利
益
を
上
回
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
意

見
表
明
の
自
由
を
、
あ
る
特
定
の
個
人
に
帰
属
さ
せ
う
る
表
現
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
と
相
容
れ
な
い
。
む
し
ろ

評
価
の
匿
名
性
は
、
医
師
評
価
ポ
ー
タ
ル
の
場
合
に
は
非
常
に
特
別
な
重
み
を
獲
得
す
る
。
と
い
う
の
も
、
医
師
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
受

診
の
理
由
や
治
療
の
種
類
と
い
っ
た
健
康
に
関
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
提
供
が
必
要
と
な
る
た
め
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
公
表
の
下
で
し
か
評
価
が
可
能
で
な
い
と
す
れ
ば
、
本
来
評
価
を
行
う
意
思
を
有
す
る
患
者
が
そ
れ
を
控
え
て
し
ま
う
危
険
が
特
に
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
以
上
の
検
討
の
結
果
、「
デ
ー
タ
の
蓄
積
の
排
除
を
求
め
る
原
告
の
利
益
は
、

ポ
ー
タ
ル
の
運
営
お
よ
び
そ
れ
と
結
合
し
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
係
る
被
告
お
よ
び
利
用
者
の
利
益
に
優
越
し
な
い
」
と
結
論
づ
け
、
原
告
の

デ
ー
タ
削
除
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（vgl. BGH

Z 202, 242 [252-257]

）。

V
gl. BGH

Z 168, 245 (249).
V

gl. BGH
Z 168, 245 (245-247, 260-263).

V
gl. BGH

Z 168, 245 (250, 253, 255 f.).
V

gl. BGH
Z 168, 245 (252-255).

V
gl. BGH

Z 168, 245 (250).

さ
ら
に
、「
子
の
福
祉
を
根
拠
と
し
て
、
個
別
事
例
に
お
け
る
民
法
一
六
一
五
ｌ
条
二
項
三
文
の
広
い
解
釈

が
憲
法
上
不
可
欠
で
あ
る
」
と
の
表
現
も
な
さ
れ
て
い
る
（a. a. O

., S. 255 f.

）。

V
gl. BGH

Z 168, 245 (245 [Leitsatz b)], 259).

す
な
わ
ち
、
本
件
に
お
い
て
「
純
粋
に
子
に
関
連
す
る
根
拠
」
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
一
方
で
、「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
母
の
疾
患
が
「
子
の
福
祉
に
対
す
る
影
響
を
伴
う
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
と
し
て
考
慮

さ
れ
、「
こ
の
観
点
は
、
基
本
法
六
条
二
項
か
ら
生
じ
る
教
育
義
務
の
顧
慮
の
下
で
特
別
の
意
義
を
獲
得
す
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第

二
に
、
被
告
が
原
告
と
六
年
間
に
亘
っ
て
共
同
生
活
を
営
み
、
そ
の
期
間
中
に
「
一
緒
に
子
を
儲
け
た
い
と
の
願
望
」
を
表
明
し
て
い
た
と
い

う
「
信
頼
を
構
成
す
る
事
情
」
が
「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
、
こ
の
観
点
は
「
基
本
法
六
条
一
項
に
照
ら
し
て
顧
慮
の
外
に

置
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
本
件
で
は
、
憲
法
を
根
拠
と
し
て
導
出
さ
れ
た
「
親
に
関
連
す
る
根
拠
」
か
ら
、

（
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「
著
し
い
不
当
性
」
に
基
づ
く
扶
養
請
求
権
の
延
長
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（vgl. BGH

Z 165, 245 [260-263]

）。

V
gl. BGH

Z 201, 205 (208).
V

gl. BGH
Z 201, 205 (205 f.).

V
gl. BGH

Z 201, 205 (208-213).
V

gl. BGH
Z 201, 205 (211-213).

V
gl. BGH

Z 201, 205 (213).
V

gl. BGH
Z 201, 205 (205 [Leitsatz b], 213 f.).

こ
こ
で
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
引
抜
き
禁
止
が
、
そ
の
よ
う
な
契
約
関
係
や
そ
の

解
消
の
な
か
で
獲
得
さ
れ
た
知
識
が
不
誠
実
に
搾
取
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
に
仕
え
る
場
合
に
は
、
裁
判
的
貫
徹
を
拒
絶
す
る
根
拠
は
存
在

し
な
い
」
と
述
べ
、
か
か
る
事
案
類
型
に
お
い
て
は
、
市
場
で
の
成
功
を
比
例
性
を
欠
く
形
で
制
限
さ
れ
な
い
と
い
う
企
業
の
利
益
が
、
被
用

者
の
利
益
を
上
回
る
旨
を
論
じ
て
い
る
。

V
gl. BGH

Z 176, 337 (338 f.).
V

gl. BGH
Z 176, 337 (338 f.).

V
gl. BGH

Z 176, 337 (339).
V

gl. BGH
Z 176, 337 (339).

V
gl. BGH

Z 158, 212 (214).
V

gl. BGH
Z 158, 212 (213 f., 215 f.).

連
邦
通
常
裁
判
所
は
こ
こ
で
、
判
決
を
下
す
任
務
以
外
の
任
務
を
引
き
受
け
る
限
り
で
は
裁
判
所
も
基
本
法
一
九
条
四
項
の
意
味
に
お
け

る
公
権
力
に
整
序
さ
れ
る
と
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
援
用
し
な
が
ら
、
破
産
手
続
に
お
け
る
裁
判
官
の
活
動
は
、
機
能
的
に
見
れ
ば
、

執
行
権
が
行
う
典
型
的
な
制
約
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
（vgl. BGH

Z 158, 212 [214 f.]

）。

V
gl. BGH

Z 158, 212 (214 f.).
V

gl. BGH
Z 158, 212 (216).

V
gl. BGH

Z 160, 197 (199).
V

gl. BGH
Z 160, 197 (198).

（
201
）

（
202
）

（
203
）

（
204
）

（
205
）

（
206
）

（
207
）

（
208
）

（
209
）

（
210
）

（
211
）

（
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）

（
213
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　
V

gl. BGH
Z 160, 197 (200-203).

本
決
定
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
引
用
し
つ
つ
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
に
か
か
る
一
般
論
が
語
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

「
憲
法
適
合
的
法
律
解
釈
の
要
請
は
、
一
部
が
違
憲
の
、
一
部
が
合
憲
の
結
論
を
導
く
複
数
の
可
能
な
規
範
解
釈
の
う
ち
、
基
本
法
と
両
立
す

る
解
釈
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
…
…
。
こ
の
こ
と
は
、
内
容
形
成
に
お
い
て
〔
法
的
〕
取
引
の
可
能
性
を
限
定
さ
れ
た
公
法
上
の
請

求
権
に
関
す
る
ラ
ン
ト
法
の
欠
缺
を
補
充
す
る
解
釈
と
結
合
し
た
民
事
訴
訟
法
八
五
一
条
一
項
の
憲
法
適
合
的
縮
減
（verfassungskonform

e 
Reduktion

）
に
も
妥
当
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（BGH

Z 160, 197 [200]

）。

V
gl. BGH

Z 160, 197 (197 [Leitsatz b)]).
V

gl. BGH
Z 186, 136 (141, 145 f.).

建
設
法
典
四
二
条
一
項
は
、
許
容
さ
れ
て
い
た
土
地
利
用
の
変
更
・
廃
止
に
よ
る
価
値
低
落
に
基
づ
く
金
銭
補
償
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、「
許
容
さ
れ
て
い
た
土
地
利
用
が
廃
止
ま
た
は
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軽
微
で
な
い
地
価
低
落
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
所
有
権
者
は
以
下
の
各
項
を
基
準
と
し
て
金
銭
に
よ
る
適
切
な
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

V
gl. BGH

Z 186, 136 (137-139).

建
設
法
典
四
三
条
三
項
は
、「
本
法
四
〇
条
お
よ
び
四
一
条
一
項
の
諸
要
件
が
存
在
す
る
場
合
、
損
失
補
償
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
っ

て
の
み
付
与
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

V
gl. BGH

Z 186, 136 (140-146).
V

gl. BGH
Z 186, 136 (147-149).

V
gl. BGH

Z 186, 136 (136 [Leitsatz b)], 147, 148, 151).
V

gl. H
ans-Jürgen Papier, D

rittw
irkung der Grundrechte, in: D

etlef M
erten/ders. (H

rsg.), H
andbuch der Grundrechte 

in D
eutschland und Europa, Bd. II, 2006, S. 1341-1351.
先
に
見
た
通
り
、
①
事
件
に
お
い
て
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
被
告
の
ポ
ー
タ

ル
へ
の
収
録
に
よ
っ
て
毀
損
さ
れ
て
い
る
原
告
の
情
報
自
己
決
定
権
お
よ
び
職
業
遂
行
の
自
由
が
「
基
本
権
と
し
て
第
三
者
効
を
発
揮
し
、
私

法
の
価
値
秩
序
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
明
言
し
て
い
た
（vgl. BGH

Z 200, 242 [250 f.]

）。

Christian Bum
ke/A

ndreas V
oßkuhle, Casebook V

erfassungsrecht, 8. A
ufl., 2020, Rn. 151

は
、
相
互
作
用
理
論
が
裁
判
権

を
基
本
権
に
拘
束
す
る
た
め
の
道
具
立
て
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
こ
の
理
論
が
通
常
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
出
発
点
を

（
218
）

（
219
）

（
220
）

（
221
）

（
222
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）

（
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）
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形
成
す
る
と
と
も
に
、
民
事
法
に
対
す
る
基
本
権
の
放
射
効
と
の
連
関
を
有
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
今
日
に
お
い
て
相

互
作
用
理
論
は
、
比
例
原
則
の
と
り
わ
け
相
当
性
の
要
請
の
な
か
に
埋
没
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（a. a. O

., Rn. 695

）。
相
互
作
用
理
論
が
専

門
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
に
と
っ
て
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
、
原
島
・
前
掲
註
（
49
）
三
〇
二
─
三
〇
五
頁
。

V
gl. auch A

ndreas K
ulick, W

eniger Staat w
agen, A

öR 145 (2020), S. 655-657.
V

gl. R
alf Poscher/T

horsten K
ingreen, Grundrechte. Staatsrecht II, 36. A

ufl., 2020, Rn. 227.
①
事
件
も
引
用
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
六
月
二
三
日
判
決
は
よ
り
明
示
的
に
、「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
の
存
否
は
「
比
例

原
則
に
準
拠
し
た
衡
量
」
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
（vgl. BGH

Z 181, 328 [337]

）。

V
gl. Schuppert/Bum

ke, a. a. O
. (A

nm
. 154), S. 41, 43.

こ
の
よ
う
な
憲
法
適
合
的
解
釈
の
在
り
方
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
三
月
一
日
判
決
の
判
示
に
も
見
ら
れ
る
。
連
邦
弁
護
士
法

四
三
ｂ
条
に
よ
れ
ば
、「
弁
護
士
に
よ
る
宣
伝
（W

erbung

）
は
、
そ
の
宣
伝
が
〔
弁
護
士
の
〕
職
業
活
動
の
形
式
お
よ
び
内
容
を
客
観
的
に

伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
個
別
事
例
に
お
け
る
委
託
の
獲
得
を
目
指
し
た
も
の
で
な
い
と
き
に
限
っ
て
許
さ
れ
る
」
と
こ
ろ
、
あ
る
弁
護

士
ら
が
開
催
し
た
情
報
提
供
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
、
他
の
弁
護
士
か
ら
差
止
請
求
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
無
報
酬
の
法
的
助
言
お
よ
び

無
料
の
昼
食
が
付
属
す
る
当
該
イ
ベ
ン
ト
は
職
業
活
動
の
客
観
的
な
伝
達
に
仕
え
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
関
心
の
あ
る
人
的
集
団
に
狙

い
を
定
め
た
小
売
業
者
の
招
待
は
個
別
の
委
託
の
獲
得
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
連
邦
通
常
裁
判

所
は
、「
宣
伝
の
自
由
は
職
業
遂
行
の
自
由
の
一
部
と
し
て
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
」
お
り
、
連
邦
弁
護
士
法
四
三
ｂ
条

の
規
定
は
「
職
業
遂
行
の
自
由
へ
の
制
約
で
あ
る
」
と
の
憲
法
解
釈
を
示
す
。
そ
の
う
え
で
、「
弁
護
士
の
宣
伝
の
制
限
が
基
本
法
一
二
条
と

両
立
し
う
る
の
は
、
そ
れ
が
個
別
事
例
に
お
い
て
公
益
上
の
十
分
な
根
拠
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
そ
の
他
の
点
で
比
例
原
則
に
適
合
す
る
と

き
に
限
ら
れ
る
」
と
の
許
容
要
件
を
導
出
し
た
（vgl. BGH

Z 147, 71 [71 f., 74 f.]

）。
こ
の
よ
う
に
、
職
業
遂
行
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ

れ
た
弁
護
士
の
宣
伝
の
自
由
を
上
記
規
定
が
制
約
し
て
い
る
と
の
憲
法
解
釈
に
よ
り
、
比
例
原
則
を
介
し
た
利
益
衡
量
の
必
要
性
が
基
礎
づ
け

ら
れ
、「
公
益
上
の
十
分
な
根
拠
」
の
存
在
が
個
別
事
例
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
判
示
を
「
憲

法
適
合
的
解
釈
」
と
明
言
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
三
日
判
決
も
参
照
（BGH

Z 199, 43 [47]

）。

V
gl. Starck, a. a. O

. (A
nm

. 171), S. 75.
V

gl. Bum
ke, a. a. O

. (A
nm

. 174), S. 131. 

①
事
件
の
具
体
的
事
実
に
即
し
て
為
さ
れ
た
憲
法
の
観
点
か
ら
の
権
利
利
益
の
重
み
付
け

（
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）
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）
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の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
193
）
を
参
照
。

V
gl. V

oßkuhle, a. a. O
. (A

nm
. 170), S. 82.

V
gl. R

udolf W
endt, D

er Garantiegehalt der Grundrechte und das Ü
berm

aßverbot, A
öR 104 (1979), S. 449 f., 461.

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
〇
年
六
月
二
三
日
決
定
に
も
見
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、
父
親
の

子
と
の
面
会
交
流
権
に
関
す
る
親
子
事
件
（K

inderschaftssachen

）
手
続
に
お
け
る
、
資
力
に
欠
け
る
当
事
者
へ
の
手
続
費
用
保
障
が
問

題
と
な
っ
た
。
家
事
非
訟
手
続
法
七
八
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
許
可
さ
れ
た
（bew

illigte

）
手
続
費
用
補
助
の
枠
内
に
お
い
て
資
力
の
な
い
参

加
人
に
弁
護
士
が
付
さ
れ
る
の
は
、「
事
実
状
態
お
よ
び
法
的
状
態
の
困
難
性
の
た
め
に
、
弁
護
士
に
よ
る
代
理
が
必
要
な
場
合
」
に
限
ら
れ

る
。
そ
し
て
同
項
の
明
文
上
、
か
か
る
必
要
性
は
「
客
観
的
指
標
に
従
っ
て
査
定
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
立
法
理
由
か
ら
も
、

口
頭
及
び
書
面
に
お
い
て
自
ら
の
心
中
や
考
え
を
表
現
す
る
能
力
と
い
っ
た
当
事
者
の
主
観
的
指
標
に
よ
る
査
定
の
必
要
性
は
導
出
さ
れ
え
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、「
社
会
国
家
原
理
お
よ
び
法
治
国
家
原
理
か
ら
生
じ
る
、
資
力
の
な
い
者
と
資
力
の
あ
る
者
と

の
最
大
限
の
対
等
性
の
要
請
を
、
弁
護
士
の
付
添
い
に
つ
い
て
の
決
定
が
顧
慮
し
た
と
い
え
る
の
は
…
…
、
当
該
決
定
が
具
体
的
個
別
事
例
の

主
観
的
事
情
を
も
取
り
込
む
場
合
に
限
ら
れ
る
」。
そ
し
て
「
本
規
定
は
…
…
、
参
加
人
本
人
の
能
力
を
も
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
意
味
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
を
許
容
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
規
定
に
基
づ
く
弁
護
士
付
添
い
の
必
要
性
を
審
査
す

る
に
際
し
て
は
、「
憲
法
適
合
的
解
釈
に
よ
れ
ば
…
…
客
観
的
事
情
と
主
観
的
事
情
の
双
方
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た

（vgl. BGH
Z 186, 70 [75, 78 f.]

）。
こ
う
し
て
、「
資
力
の
な
い
者
と
資
力
の
あ
る
者
と
の
最
大
限
の
対
等
性
」
と
い
う
憲
法
的
要
請
が
、

当
事
者
本
人
の
主
観
的
事
情
を
弁
護
士
付
与
請
求
権
を
基
礎
づ
け
う
る
考
慮
事
項
と
し
て
導
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
憲
法
適
合
的
解
釈
に
比
肩
し
う
る
も
の
と
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
九
月
二
五
日
判
決
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
賃
貸
借
法
の
改
善
お
よ
び
賃
料
上
昇
の
制
限
な
ら
び
に
技
師
お
よ
び
建
築
家
の
業
務
規
程
に
関
す
る
法
律
（M

RV
G

：
以
下
、
本
法

律
）
一
〇
条
の
三
は
、
土
地
の
取
得
と
建
築
業
務
の
委
託
と
の
「
連
結
禁
止
（K

oppelungsverbot

）」
を
定
め
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

土
地
の
取
得
に
際
し
て
、
当
該
土
地
に
お
け
る
建
築
物
等
の
建
築
ま
た
は
計
画
を
特
定
の
技
師
ま
た
は
建
築
家
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
土
地
取
得

者
に
義
務
付
け
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
合
意
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
建
築
家
間
の
業
績
競
争

（Leistungsw
ettbew

erb

）
を
保
護
し
、
土
地
購
入
者
の
選
択
可
能
性
を
維
持
す
る
と
い
う
立
法
目
的
、
お
よ
び
、「
連
結
禁
止
の
広
す
ぎ

る
解
釈
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
っ
て
建
築
家
に
保
障
さ
れ
て
い
る
職
業
の
自
由
に
違
反
す
る
危
険
に
陥
る
」
こ
と
を
顧
慮
す
る
こ
と
が

（
237
）

（
238
）

（
239
）

（
240
）
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必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
土
地
取
得
者
が
建
築
家
に
当
該
土
地
を
仲
介
す
る
よ
う
自
ら
仕
向
け
、
同
時
に
建
築
に
か
か
る
業
務

を
委
託
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
場
合
に
は
、
本
法
律
一
〇
条
の
三
を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
提
示
し
た
（vgl. 

BGH
Z 178, 130 [134 f.]

）。
こ
う
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
同
規
定
の
定
め
る
連
結
禁
止
が
「
職
業
の
自
由
に
違
反
す
る
危
険
」
性
に
言

及
し
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
対
す
る
違
憲
的
な
制
約
と
な
り
う
る
と
の
憲
法
的
評
価
に
基
づ
き
、
本
法
律
一
〇
条
の
三
の
適
用
を
遮
断
す
べ

き
事
案
状
況
を
類
型
化
す
る
こ
と
で
、
当
該
事
例
を
契
約
の
無
効
と
い
う
制
限
か
ら
除
外
し
た
の
で
あ
る
。

W
endt, a. a. O

. (A
nm

. 238), S. 444, 449 f., 461 

は
、
各
個
別
基
本
権
に
特
有
の
保
障
内
容
と
し
て
、
特
定
の
状
況
に
お
け
る
特
定
の

要
請
を
基
礎
づ
け
、
特
定
の
条
件
に
お
い
て
特
定
の
措
置
を
禁
止
し
、
規
範
の
適
用
に
考
慮
要
素
・
判
断
基
準
を
追
加
・
強
制
す
る
作
用
を
観

念
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
基
本
権
の
「
基
準
設
定
力
」
と
呼
ん
で
い
る
。

一
定
の
括
り
出
し
可
能
な
規
律
領
域
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
憲
法
の
作
用
に
つ
い
て
、vgl. Schuppert/Bum

ke, a. a. O
. (A

nm
. 154), 

S. 41, 43; Bum
ke, a. a. O

. (A
nm

. 174), S. 132 f.
V

gl. Bum
ke, a. a. O

. (A
nm

. 144), S. 87-89.
V

gl. G
ünter H

ager, V
on der K

onstitutionalisierung des Zivilrechts zur Zivilisierung der K
onstitutionalisierung, JuS 

2006, S. 771.

裁
判
所
が
私
法
を
個
別
事
例
に
適
用
す
る
と
い
う
作
用
を
事
案
に
即
し
た
形
で
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
法
律
が
対
象
と
な
る
素
材
に
応
じ

て
異
な
る
程
度
に
保
障
す
る
判
断
余
地
（Spielräum

e

）
が
必
要
だ
と
強
調
す
る
の
は
、Starck, a. a. O

. (A
nm

. 171), S. 73 f.
V

gl. Starck, a. a. O
. (A

nm
. 171), S. 75.

V
gl. M

atthias R
uffert, V

orrang der V
erfassung und Eigenständigkeit des Privatrechts, 2001, S. 31 ff.; W

ahl, a. a. O
. 

(A
nm

. 167), S. 407 f.; H
erm

es, a. a. O
. (A

nm
. 167), S. 129; H

ager, a. a. O
. (A

nm
. 244), S. 772. V

gl. auch D
ieter M

edicus, D
er 

G
rundsatz der V

erhältnism
äß

igkeit im
 Privatrecht, A

cP 192 (1992), S. 35 ff.; U
w

e D
iederichsen, D

as 
Bundesverfassungsgericht als oberstes Zivilgericht, A

cP 198 (1998), S. 171 ff.

例
え
ば
⑤
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
訴
訟
手
続
の
形
成
に
お
け
る
立
法
者
と
裁
判
所
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
裁
判
所
に
よ
る
再
審
査
が
い
か
な
る
仕
方
で
行
わ
れ
る
べ
き
か
の
決
定
は
、「
原
則
と
し
て
立
法
者
の
裁
量
に
属
す
る
」。
し
か
し
な

が
ら
、「
決
定
の
基
準
と
な
る
手
続
法
が
明
示
的
な
規
律
を
含
ん
で
い
な
い
場
合
、
裁
判
官
に
は
ま
ず
、
必
要
不
可
欠
な
権
利
救
済
を
維
持
す

（
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司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　

る
た
め
の
事
柄
に
適
し
た
方
途
を
示
す
規
範
が
憲
法
適
合
的
解
釈
の
下
で
あ
れ
ば
存
在
す
る
か
否
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調

し
て
い
る
（vgl. BGH

Z 158, 212 [215 f.]

）。

V
gl. H

ager, a. a. O
. (A

nm
. 244), S. 771.

V
gl. R

uffert, a. a. O
. (A

nm
. 247), S. 101.

V
gl. Fritz O

ssenbühl, M
aßhalten m

it dem
 Ü

berm
aßverbot, in: Peter Badura/Rupert Scholz (H

rsg.), Festschrift für 
Peter Lerche zum

 65. Geburtstag, 1993, S. 160; Felix M
aultzsch, D

ie K
onstitutionalisierung des Privatrechts als 

Entw
icklungsprozess, JZ 2012, S. 1045.

V
gl. R

uffert, a. a. O
. (A

nm
. 247), S. 101 f., 139 f.

以
下
の
連
邦
行
政
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
具
体
的
方
法
、
お
よ
び
、
行
政
法
の
解
釈
・
適
用
に
お
け
る
憲
法
の
機
能
方
法
に
関
し

て
、
具
体
的
判
例
の
分
析
を
含
め
詳
し
く
は
、
原
島
・
前
掲
註
（
45
）
二
六
六
─
二
八
六
頁
を
参
照
。

櫻
井
智
章
「
法
治
国
家
の
「
形
式
性
」
の
論
理
（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
一
五
二
巻
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
四
六
─
一
五
七
頁
、
宍
戸

常
寿
「
私
人
間
効
力
論
の
現
在
と
未
来
」
長
谷
部
恭
男
編
『
人
権
の
射
程
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
一
〇
年
）
三
九
、
四
六
頁
。
さ
ら
に
、「
憲

法
原
理
と
し
て
の
自
由
」
あ
る
い
は
「
指
導
原
理
と
し
て
の
自
由
」
と
い
う
視
角
か
ら
憲
法
上
の
自
由
の
観
念
を
め
ぐ
る
日
独
の
議
論
に
基
礎

的
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
国
家
に
よ
っ
て
も
実
現
さ
れ
る
べ
き
「
価
値
」
な
い
し
「
秩
序
形
成
の
指
導
原
理
」
と
し
て
の
自
由
の
次
元
を
析

出
し
、「
法
律
の
解
釈
・
適
用
に
憲
法
の
趣
旨
を
及
ぼ
す
た
め
の
基
礎
」
と
な
る
考
え
方
を
導
出
す
る
も
の
と
し
て
、
篠
原
永
明
『
秩
序
形
成

の
基
本
権
論
』（
成
文
堂
・
二
〇
二
一
年
）
六
九
─
七
六
、
二
二
二
─
二
三
四
頁
。

最
大
判
昭
和
四
一
年
一
〇
月
二
六
日
刑
集
二
〇
巻
八
号
九
〇
一
頁
。

最
大
判
昭
和
四
四
年
四
月
二
日
刑
集
二
三
巻
五
号
三
〇
五
頁
。

夙
に
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
た
の
は
、
奥
平
康
弘
「
日
本
国
憲
法
の
過
少
な
配
分
」
同
『
憲
法
裁
判
の
可
能
性
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九

五
年
）
一
七
一
─
一
七
二
、
二
〇
八
頁
。
奥
平
は
、
民
法
の
名
誉
毀
損
法
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
憲
法
規
範
を
「
法
律

4

4

を
超
え
た
と
こ
ろ

に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
法
規
範
と
し
て
、
立
法
者
を
も
裁
判
官
を
も
…
…
拘
束
す
る
法4

」
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
、
そ
れ
と
の
関
係
で
民
事

上
の
法
制
度
は
「
修
正
を
受
け
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
民
法
と
い
う
規
範
よ
り
も
上
位
に
立
つ
規
範
法
＝

最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法
」
か
ら
こ
の
種
の
修
正
が
導
出
さ
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、「
裁
判
官
が
法
の
解
釈

4

4

4

4

と
し
て
」
か
か
る
修
正
を
行
う
こ

（
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論　　　説

と
は
、「
憲
法
が
『
国
の
最
高
法
規
』（
憲
法
九
八
条
）
で
あ
り
、
裁
判
官
は
『
憲
法

4

4

及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
』（
同
七
六
条
三
項
）
も

の
と
さ
れ
る
以
上
、
む
し
ろ
そ
う
す
べ
き
な
の
で
あ
る
」
と
強
調
し
、「
憲
法
は
、
法
律
の
合
憲
性
判
断
に
さ
い
し
用
い
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

法
律
の
解
釈
・
適
用
を
合
憲
な
ら
し
め
る
た
め
に
も
は
た
ら
く
」
の
だ
と
論
じ
て
い
る
（
傍
点
原
文
）。
さ
ら
に
、「
裁
判
官
を
拘
束
す
る
法
律

よ
り
も
上
位
の
憲
法
に
よ
る
裁
判
官
の
拘
束
と
い
う
観
念
」
の
彫
琢
の
必
要
性
を
強
調
す
る
宍
戸
・
前
掲
註
（
155
）
三
五
一
頁
も
参
照
。

宍
戸
ほ
か
編
著
・
前
掲
註
（
38
）
四
七
頁
（
山
本
龍
彦
発
言
）。

大
林
啓
吾
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
実
態
」
土
井
編
著
・
前
掲
註
（
2
）
五
三
─
五
六
頁
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
判
例
の

分
析
を
参
照
。
大
林
は
こ
れ
を
「
合
憲
推
定
型
憲
法
適
合
的
解
釈
」
と
呼
ぶ
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
憲
法
適
合
的
解
釈
の
要
請
を
実
体
法
的
に
把
握
・
構
成
す
る
場
合
に
も
、
立
法
権
の
尊
重
と
い
う
権
限
法
的
考
慮

が
不
要
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
論
拠
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
限
界
と
い
う
文
脈
で
こ
そ
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
186
）
お
よ
び
、
お
わ
り
に
（
三
）
も
参
照
。

最
三
判
平
成
六
年
二
月
八
日
民
集
四
八
巻
二
号
一
四
九
頁
。

さ
ら
に
、「
石
に
泳
ぐ
魚
」
事
件
判
決
（
最
三
判
平
成
一
四
年
九
月
二
四
日
判
例
時
報
一
八
〇
二
号
六
〇
頁
）
や
、
長
良
川
事
件
判
決

（
最
二
判
平
成
一
五
年
三
月
一
四
日
民
集
五
七
巻
三
号
二
二
九
頁
）
も
参
照
。

本
判
決
に
お
け
る
比
較
衡
量
の
具
体
的
諸
要
素
を
比
例
原
則
の
観
点
か
ら
整
序
す
る
の
は
、
山
本
敬
三
「
前
科
の
公
表
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
と
表
現
の
自
由
」
民
商
法
雑
誌
一
一
六
巻
四
＝
五
号
（
一
九
九
七
年
）
六
四
八
─
六
五
五
頁
。

最
三
決
平
成
二
九
年
一
月
三
一
日
民
集
七
一
巻
一
号
六
三
頁
。

宍
戸
常
寿
「
検
索
結
果
の
削
除
を
め
ぐ
る
裁
判
例
と
今
後
の
課
題
」
情
報
法
制
研
究
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
〇
─
五
一
頁
、
成
原
慧

「
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
め
ぐ
る
表
現
の
自
由
と
人
格
権
」
情
報
法
制
研
究
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）
五
〇
─
五
二
頁
。

最
三
判
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
民
集
五
四
巻
二
号
五
八
二
頁
。

本
判
決
に
お
け
る
権
利
・
保
護
法
益
と
憲
法
的
価
値
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
潮
見
佳
男
「
判
批
」
平
成
一
二
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇

〇
一
年
）
六
七
─
六
八
頁
。

最
一
判
平
成
一
七
年
七
月
一
四
日
民
集
五
九
巻
六
号
一
五
六
九
頁
。

中
林
暁
生
「
判
批
」
平
成
一
七
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇
〇
六
年
）
一
八
頁
。

（
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司法の法律および憲法への二重拘束と憲法適合的解釈（二・完）　

民
法
の
解
釈
論
を
憲
法
論
と
連
関
さ
せ
て
展
開
す
る
代
表
的
見
解
と
し
て
、
山
本
敬
三
「
基
本
権
の
保
護
と
不
法
行
為
法
の
役
割
」
民
法

研
究
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
七
頁
以
下
、
潮
見
佳
男
『
不
法
行
為
法
Ⅰ
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
・
二
〇
〇
九
年
）
二
五
頁
以
下
。

最
三
判
平
成
一
八
年
一
〇
月
三
日
民
集
六
〇
巻
八
号
二
六
四
七
頁
。

よ
り
具
体
的
に
は
、「
保
護
に
値
す
る
秘
密
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
秘
密
の
公
表
に
よ
っ
て
生
ず
る
不
利
益
と
証
言
の
拒
絶
に
よ
っ
て
犠

牲
に
な
る
真
実
発
見
及
び
裁
判
の
公
正
と
の
比
較
衡
量
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
」
と
の
基
本
的
枠
組
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
取
材
源
の
秘
密

に
つ
い
て
具
体
化
し
、「
取
材
源
の
秘
密
が
保
護
に
値
す
る
秘
密
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
報
道
の
内
容
、
性
質
、
そ
の
持
つ
社
会
的
な
意

義
・
価
値
、
当
該
取
材
の
態
様
、
将
来
に
お
け
る
同
種
の
取
材
活
動
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
よ
っ
て
生
ず
る
不
利
益
の
内
容
、
程
度
等
と
、
当
該

民
事
事
件
の
内
容
、
性
質
、
そ
の
持
つ
社
会
的
な
意
義
・
価
値
、
当
該
民
事
事
件
に
お
い
て
当
該
証
言
を
必
要
と
す
る
程
度
、
代
替
証
拠
の
有

無
等
の
諸
事
情
を
比
較
衡
量
し
て
決
す
べ
き
」
だ
と
し
た
。

最
大
判
昭
和
四
四
年
一
一
月
二
六
日
刑
集
二
三
巻
一
一
号
一
四
九
〇
頁
。

具
体
的
に
は
、「
①
当
該
報
道
が
公
共
の
利
益
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
②
そ
の
取
材
の
手
段
、
方
法
が
一
般
の
刑
罰
法
令
に
触
れ
る

と
か
、
取
材
源
と
な
っ
た
者
が
取
材
源
の
秘
密
の
開
示
を
承
諾
し
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
な
く
、
し
か
も
、
③
当
該
民
事
事
件
が
社
会
的
意
義

や
影
響
の
あ
る
重
大
な
民
事
事
件
で
あ
る
た
め
、
当
該
取
材
源
の
秘
密
の
社
会
的
価
値
を
考
慮
し
て
も
な
お
公
正
な
裁
判
を
実
現
す
べ
き
必
要

性
が
高
く
、
そ
の
た
め
当
該
証
言
を
得
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
」
に
は
証
言
拒
絶
が
で
き
る
と

判
示
さ
れ
て
い
る
（
①
②
③
は
引
用
者
に
よ
る
挿
入
）。

戸
田
久
「
判
解
」
法
曹
時
報
六
一
巻
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
五
〇
─
二
五
一
頁
。
加
え
て
、
取
材
源
の
秘
密
が
「
職
業
の
秘
密
」
に
当

た
る
か
否
か
を
論
じ
る
文
脈
に
お
い
て
為
さ
れ
た
、
取
材
源
の
開
示
に
よ
っ
て
記
者
と
取
材
対
象
者
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
、「
報
道
機

関
の
業
務
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
以
後
そ
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
」
と
の
判
示
に
鑑
み
れ
ば
、
報
道
の
自
由
な
い
し
取
材
の
自
由
に
対
す
る
制

約
の
重
大
性
も
判
断
の
前
提
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

駒
村
圭
吾
「
判
批
」
判
例
評
論
五
八
五
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
九
〇
頁
。
長
谷
部
恭
男
「
取
材
源
秘
匿
と
公
正
な
裁
判
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

三
二
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
─
六
頁
は
、
前
掲
註
（
274
）
に
引
用
し
た
①
お
よ
び
②
の
「
二
点
は
、
個
々
の
判
断
要
素
（factor

）
の
軽
重

に
照
ら
し
て
、
結
論
が
い
ず
れ
の
方
向
（vector

）
を
指
示
す
る
か
を
見
定
め
る
衡
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
当
該
要
件

（elem
ent

）
が
具
体
の
事
実
に
照
ら
し
て
充
足
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

（
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曽
我
部
真
裕
「
判
批
」
平
成
一
八
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇
〇
七
年
）
二
一
頁
。

最
三
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
二
八
日
民
集
二
九
巻
一
〇
号
一
六
九
八
頁
。

最
高
裁
判
所
は
そ
の
理
由
と
し
て
、「
一
定
の
政
治
的
活
動
の
費
用
と
し
て
そ
の
支
出
目
的
と
の
個
別
的
関
連
性
が
明
白
に
特
定
さ
れ
て

い
る
資
金
に
つ
い
て
そ
の
拠
出
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
活
動
に
対
す
る
積
極
的
協
力
の
強
制
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
、
右
活
動
に
あ
ら

わ
さ
れ
る
一
定
の
政
治
的
立
場
に
対
す
る
支
持
の
表
明
を
強
制
す
る
に
も
等
し
」
く
、
ま
た
、「
選
挙
に
お
い
て
ど
の
政
党
又
は
ど
の
候
補
者

を
支
持
す
る
か
は
、
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
な
す
も
の
と
し
て
、
組
合
員
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
な
い

し
は
感
情
等
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
」
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
政
治
的
活
動
に
参
加
し
て
不
利
益
処
分
を
受
け
た
組
合
員
に
対
す
る
救
援
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
そ
の
強
制
が
「
組

合
員
個
人
の
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等
に
関
係
す
る
程
度
は
極
め
て
軽
微
な
も
の
で
あ
」
る
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
組
合
員
の
納
付
義
務

の
原
則
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
拠
出
金
の
強
制
徴
収
に
よ
る
構
成
員
個
人
の
思
想
・
信
条
へ
の
侵
害
の
程
度
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
を

決
め
手
の
一
つ
と
し
て
構
成
員
の
協
力
義
務
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
兵
庫
県
司
法
書
士
会

へ
の
復
興
支
援
特
別
負
担
金
を
徴
収
す
る
旨
の
決
議
に
基
づ
く
負
担
金
の
支
払
義
務
の
存
否
が
争
点
と
な
っ
た
群
馬
司
法
書
士
会
事
件
判
決

（
最
一
判
平
成
一
四
年
四
月
二
五
日
判
例
時
報
一
七
八
五
号
三
一
頁
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
本
件
拠
出

金
の
寄
付
は
司
法
書
士
会
の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
と
し
、「
そ
れ
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
な
ど
会
員
の
協
力
義
務
を
否
定
す
べ
き
特

段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
き
自
ら
決
定
」
で
き
る
と
の
原
則
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
本
件
負
担
金
の
徴

収
は
、
会
員
の
政
治
的
又
は
宗
教
的
立
場
や
思
想
信
条
の
自
由
を
害
す
る
も
の
で
は
な
」
い
こ
と
等
を
論
拠
と
し
て
、「
会
員
の
協
力
義
務
を

否
定
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
し
、
本
件
負
担
金
の
支
払
義
務
を
肯
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
件
で
は
、
拠

出
金
の
強
制
徴
収
に
よ
る
会
員
個
人
の
思
想
・
信
条
の
自
由
へ
の
侵
害
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
決
め
手
の
一
つ
と
な
り
、
構
成
員
の
協
力
義
務

の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
た
と
い
え
、
憲
法
上
の
権
利
利
益
に
対
す
る
侵
害
の
強
度
に
つ
い
て
の
憲
法
的
評
価
が
法
律
上
の
原
則
を
貫
徹
す
る
か
否

か
の
分
岐
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
憲
法
の
機
能
方
法
は
、
政
治
資
金
規
正
法
上
の
政
治
団
体
へ
寄
付
す
る
た
め
の
特
別
会
費
を
徴
収
す
る
旨
の
税
理
士
会
の
決

議
に
基
づ
く
当
該
特
別
会
費
の
納
入
義
務
の
存
否
が
争
点
と
な
っ
た
南
九
州
税
理
士
会
事
件
判
決
（
最
三
判
平
成
八
年
三
月
一
九
日
民
集
五
〇

巻
三
号
六
一
五
頁
）
に
も
見
ら
れ
る
。
本
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、「
税
理
士
会
…
…
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
は
…
…
会
則
に
従
っ
て
税
理
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士
会
の
経
済
的
基
礎
を
成
す
会
費
を
納
入
す
る
義
務
を
負
う
」
と
述
べ
、
会
員
の
協
力
義
務
（
会
費
納
入
義
務
）
の
原
則
を
確
認
す
る
一
方
で
、

「
会
員
の
思
想
・
信
条
の
自
由
と
の
関
係
」
に
お
い
て
必
要
な
考
慮
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
憲
法
論
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
税
理
士
「
法

が
税
理
士
会
を
強
制
加
入
の
法
人
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
会
員
に
は
、
様
々
の
思
想
・
信
条
及
び
主
義
・
主
張
を
有
す
る
者

が
存
在
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ
、「
特
に
、
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す
る
か
ど

う
か
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
成
す
も
の
と
し
て
、
会
員
各
人
が
市
民
と
し
て
の
個
人
的
な
政
治
的
思
想
、
見
解
、
判
断
等

に
基
づ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
」
あ
る
か
ら
、「
前
記
の
よ
う
な
公
的
な
性
格
を
有
す
る
税
理
士
会
が
、
こ

の
よ
う
な
事
柄
を
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
団
体
の
意
思
と
し
て
決
定
し
、
構
成
員
に
そ
の
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
」
る
と
の
憲
法
論
を
示
す
。
最
高
裁
は
以
上
を
踏
ま
え
、「
税
理
士
会
が
政
党
な
ど
規
正
法
上
の
政
治
団
体
に
対
し
て
金
員
の
寄
付
を
す

る
こ
と
は
…
…
〔
税
理
士
〕
法
四
九
条
二
項
所
定
の
税
理
士
会
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
」
ず
、「
本
件
決
議
は
…
…
無
効

で
あ
る
と
解
す
る
ほ
か
な
い
」
と
し
、
構
成
員
の
本
件
特
別
会
費
の
納
入
義
務
を
否
定
し
た
。
こ
う
し
て
本
件
で
は
、
構
成
員
の
思
想
・
信
条

の
自
由
へ
の
侵
害
、
お
よ
び
、「
投
票
の
自
由
と
表
裏
を
な
す
も
の
」
と
い
う
政
治
献
金
の
性
質
か
ら
生
じ
る
、
政
治
団
体
に
対
す
る
金
員
の

寄
付
を
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
決
定
し
会
員
に
協
力
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
憲
法
的
要
請
が
税
理
士
法
四
九
条
二
項
の
解
釈
に

流
し
込
ま
れ
、
法
律
上
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
会
員
の
会
費
納
入
義
務
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
と
の
帰
結
が
導
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
一
判
平
成
元
年
一
二
月
一
四
日
民
集
四
三
巻
一
二
号
二
〇
五
一
頁
。

本
判
決
に
お
け
る
憲
法
の
機
能
と
比
肩
し
う
る
具
体
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
労
働
組
合
か
ら
の
脱
退
の
自
由
を
制
限
す
る
労
働
者
と
使
用

者
と
の
合
意
の
有
効
性
が
争
点
と
な
っ
た
東
芝
労
働
組
合
小
向
支
部
事
件
（
最
二
判
平
成
一
九
年
二
月
二
日
民
集
六
一
巻
一
号
八
六
頁
）
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、「
労
働
組
合
の
組
合
員
は
、
脱
退
の
自
由
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
意
思
に
よ
り
組
合
員
と

し
て
の
地
位
を
離
れ
る
自
由
を
有
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
労
働
組
合
の
保
持
す
る
法
律
上
の
統
制
権
や
組
合
員
の
協
力
義
務
は
「
組
合
か
ら

の
脱
退
の
自
由
を
前
提
と
し
て
初
め
て
容
認
さ
れ
る
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
か
か
る
憲
法
解
釈
を
踏
ま
え
、
本
件
合
意
の
う
ち
「
被
上
告

人
東
芝
労
組
か
ら
脱
退
す
る
権
利
を
お
よ
そ
行
使
し
な
い
こ
と
を
上
告
人
に
義
務
付
け
て
、
脱
退
の
効
力
そ
の
も
の
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
す
る

部
分
は
、
脱
退
の
自
由
と
い
う
重
要
な
権
利
を
奪
い
、
組
合
の
統
制
へ
の
永
続
的
な
服
従
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
序
良
俗
に
反
し
、

無
効
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
た
。
こ
う
し
て
本
判
決
で
は
、
憲
法
二
八
条
の
労
働
基
本
権
な
い
し
同
法
二
一
条
の
結
社
の

自
由
の
保
障
に
根
拠
を
有
す
る
と
さ
れ
る
脱
退
の
自
由
の
重
要
性
、
お
よ
び
、「
組
合
の
統
制
へ
の
永
続
的
な
服
従
の
強
制
」
と
い
う
同
自
由
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に
対
す
る
侵
害
の
重
大
性
を
根
拠
と
し
て
、
公
序
良
俗
違
反
に
よ
る
契
約
無
効
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
脱
退
の
自
由
の
憲
法
上
の
基
礎
を

め
ぐ
る
議
論
も
含
め
て
、
本
判
決
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
井
上
武
史
「
労
働
組
合
か
ら
の
脱
退
の
自
由
と
結
社
か
ら
の
自
由
」
岡
山
大
学
法
学

会
雑
誌
五
九
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
七
三
頁
以
下
を
参
照
）。

曽
我
部
・
前
掲
註
（
8
）
七
二
頁
。

ド
イ
ツ
専
門
裁
判
所
に
よ
る
「
憲
法
判
断
」
の
制
度
的
前
提
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
原
島
・
前
掲
註
（
49
）
二
九
四
─
三
〇
〇
頁
。

参
照
、
渡
辺
・
前
掲
註
（
8
）
六
〇
三
頁
。

宍
戸
・
前
掲
註
（
155
）
三
六
三
頁
。

前
掲
註
（
17
）
お
よ
び
（
186
）
も
参
照
。
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